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橋
本
左
内
は
刑
場
で
泣
い
た
か

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

山
本
周
五
郎
の
戦
前
の
代
表
作
に
「
城
中
の
霜
」
と
い
う
短
編
が
あ
る
。
本

作
の
主
題
は
、
幕
末
の
福
井
藩
士
橋
本
左
内
が
処
刑
直
前
に
見
せ
た
と
い
う
涙

に
あ
る
。
こ
の
涙
を
め
ぐ
っ
て
交
錯
す
る
人
び
と
の
思
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
情
感
豊
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
以
下
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
の

初
出
誌
（『
現
代
』
二
一
巻
四
号
）
に
拠
っ
て
、
左
内
最
期
の
場
面
を
抜
き
出

し
て
お
く
。

　
　
「
左
內
は
刑
場
へ
出
て
、
定
め
の
席
へ
就
い
た
」

　
　
　

甚
十
郎
が
口
重
く
續
け
た
。

　
　
「
太
刀
取
り
は
某
藩
の
士
だ
つ
た
さ
う
だ
。
そ
れ
が
後
へ
廻
つ
て
大
劍
を

あ
げ
、
よ
い
か
と
聲
を
掛
け
た
と
き
、
左
內
は
振
返
つ
て
、

　
　
　

―
―
暫
く
、
暫
く
待
て
。

　
　

�　

と
云
つ
た
。
そ
し
て
刀
を
控
へ
さ
せ
る
と
、
少
し
膝
を
ず
ら
せ
、
藩
邸

の
方
を
拜
し
て
か
ら
、
兩
手
で
面
を
蔽
ひ
、
や
ゝ
暫
く
聲
を
忍
ん
で
泣
い

た
。
…
…
そ
れ
か
ら
ま
た
坐
直
し
て
、

　
　

―
―
も
う
よ
い
、
斬
れ
。

　
　
　

と
云
つ
た
の
だ
。
…
…
是
が
事
實
だ
」

　
　
「
事
實
だ
と
い
ふ
こ
と
は
ど
う
し
て
分
る
」

　
　
「
慥
め
て
來
た
。
…
…
太
刀
取
り
を
し
た
某
藩
の
士
、
藩
の
名
も
姓
名
も

約
束
だ
か
ら
云
へ
ぬ
、
そ
の
男
に
會
つ
て
慥
め
て
來
た
。
…
…
い
ま
の
事

實
に
些
か
も
相
違
な
か
つ
た
の
だ
」

　

右
の
様
子
は
、
同
藩
の
石
原
甚
十
郎
が
左
内
の
遺
骸
を
受
け
取
り
に
行
っ
た

際
、
年
老
い
た
牢
役
人
か
ら
偶
々
聞
き
出
し
た
「
事
実
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
城
中
の
霜
」
発
表
か
ら
お
よ
そ
半
世
紀
、
昭
和
の
末
か
ら
平
成
に
か

橋
本
左
内
は
刑
場
で
泣
い
た
か
　
―
「
偉
人
像
」
を
読
み
解
く
―

長
　
野
　
栄
　
俊
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け
て
の
一
〇
年
間
に
、左
内
を
主
人
公
と
す
る
長
編
小
説
が
三
作
発
表
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
処
刑
場
面
を
確
認
し
て
み
る
と
、白
崎
昭
一
郎
『
橋
本
左
内
』（
毎

日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
）
で
は
「
左
内
は
歯
を
く
い
し
ば
っ
て
、
声
も
な
く

泣
い
た
」
と
な
っ
て
お
り
、木
宮
高
彦
『
橋
本
左
内
』（
講
談
社
、一
九
九
五
年
）

も
「
彼
の
目
か
ら
涙
が
ド
ッ
と
憤マ

マ

き
出
し
、
や
が
て
彼
は
顔
を
掩
い
、
堪
え
兼

ね
た
の
か
嗚
咽
が
漏
れ
た
」
と
す
る
。
さ
ら
に
岳
真
也
『
麒
麟
―
橋
本
左
内
伝
』

（
角
川
書
店
、一
九
九
七
年
）
も
「
な
ぜ
か
涙
が
あ
ふ
れ
で
て
、と
め
ど
な
く
な
っ

た
」
と
い
う
左
内
の
様
子
を
描
い
た
。

　

一
方
、
漫
画
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
『
幕
末
福
井
伝 

翔
る
志
』（
和
順
高
雄

原
作
、
石
森
プ
ロ
・
シ
ュ
ガ
ー
佐
藤
作
画
、
福
井
県
、
一
九
九
五
年
）
や
近
刊

の
『
橋
本
左
内
（
コ
ミ
ッ
ク
版
日
本
の
歴
史
）』（
東
山
成
江
原
作
、
中
島
健
志

作
画
、
ポ
プ
ラ
社
、
二
〇
一
六
年
）
も
刑
場
で
涙
を
流
す
左
内
の
コ
マ
を
設
け

て
い
る
。
涙
の
種
類
や
泣
い
た
様
子
は
様
々
な
が
ら
、
処
刑
直
前
に
左
内
が
泣

い
た
こ
と
は
定
説
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、
明
治
大
正
期
に
発
刊
さ
れ
た
左
内
伝

や
伝
記
物
語
で
は
、
刑
場
で
の
涙
に
触
れ
た
も
の
は
管
見
で
は
一
つ
も
見
出

せ
な
か
っ
た（

１
）。

列
伝
類
に
ま
で
対
象
を
広
げ
て
み
て
も
、
多
く
の
史
資
料
を

参
照
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
福
田
源
三
郎
『
越
前
人
物
志 

上
巻
』（
玉
雪
堂
、

一
九
一
〇
年
）
で
さ
え
、「
伝
馬
街
の
獄
に
送
ら
れ
、
藩
公
よ
り
賜
ふ
処
の
新

衣
を
著
し
て
従
容
単
坐
刑
刃
を
受
く
」
と
簡
略
に
記
す
だ
け
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
「
城
中
の
霜
」
に
描
か
れ
た
左
内
の
涙
は
、
山
本
周
五
郎
に
よ
る
全

く
の
創
作
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
後
の
時
代
に
新
た
に
発
見
・
発
表
さ
れ
た

史
資
料
を
作
家
が
参
照
し
た
も
の
か
、
そ
の
い
ず
れ
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

左
内
と
同
じ
く
安
政
の
大
獄
で
命
を
散
ら
し
た
吉
田
松
陰
に
つ
い
て
は
、
そ

の
死
を
め
ぐ
っ
て
の
研
究
が
あ
る（

２
）。

し
か
し
、
左
内
の
最
期
を
主
題
と
し
た
も

の
は
ま
だ
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る（

３
）。

そ
こ
で
本
稿
で
は「
涙
」の
典
拠
と
な
っ

た
史
資
料
を
探
り
な
が
ら
、
左
内
の
最
期
が
ど
の
よ
う
に
し
て
歴
史
的
に
創
り

上
げ
ら
れ
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

一　

処
刑
の
経
緯

（
一
）
処
刑
に
至
る
ま
で

　

ま
ず
は
処
刑
に
至
る
経
緯
を
、
藩
の
人
事
記
録
（
松
平
文
庫
九
一
七
号
「
剥

札
」・
同
九
二
七
号
「
諸
役
人
并
町
在
御
扶
持
人
姓
名
」）
や
藩
史
「
越
前
世
譜
」

（
同
一
一
九
号
）、『
橋
本
景
岳
全
集
』（
景
岳
会
、
一
九
三
九
年
、
以
下
、
全
集

と
略
）
所
収
の
書
翰
・
記
録
等
に
基
づ
き
な
が
ら
概
観
し
て
お
く
。

　

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）、
左
内
は
一
九
歳
で
家
督
を
相
続
し
て
藩
医
に
列
せ

ら
れ
た
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
は
医
業
を
免
じ
ら
れ
て
御
書
院
番
組
入

り
し
、
翌
三
年
か
ら
は
藩
校
明
道
館
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

安
政
四
年
、「
文
事
之
儀
」
御
用
の
た
め
出
府
を
命
じ
ら
れ
た
左
内
は
、
八

月
七
日
に
五
学
生
を
伴
っ
て
福
井
を
出
立
す
る
。
全
集
所
収
「
橋
本
景
岳
先
生

年
譜
」
に
は
、二
十
日
に
江
戸
着
後
「
春
嶽
公
の
侍
読
兼
御
用
掛
を
命
ぜ
ら
る
」

と
見
え
る（

４
）。

こ
れ
以
降
、
翌
年
に
か
け
て
、
一
橋
派
の
中
心
人
物
と
し
て
活
動

し
て
い
た
藩
主
松
平
慶
永
（
春
嶽
）
の
懐
刀
と
し
て
、
将
軍
継
嗣
問
題
と
通
商

条
約
勅
許
問
題
に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　

人
事
記
録
に
、
翌
五
年
正
月
二
十
五
日
「
航
海
術
原
書
」
取
調
べ
の
た
め
大
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坂
表
へ
の
出
張
を
命
じ
ら
れ
た
と
見
え
る
。
こ
れ
は
表
向
き
の
こ
と
で
、
実
際

に
は
一
橋
派
に
よ
る
京
都
工
作
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
真
の
目
的
で
あ
っ
た
。

　

四
月
十
一
日
の
帰
府
後
、十
八
日
に
は
慶
永
の
御
側
向
頭
取
格
に
任
じ
ら
れ
、

御
手
許
御
内
用
掛
と
し
て
役
料
一
五
〇
石
を
下
さ
れ
た
。と
こ
ろ
が
七
月
五
日
、

慶
永
が
江
戸
城
へ
の
不
時
登
城
を
理
由
に
隠
居
・
急
度
慎
を
命
じ
ら
れ
る
と
、

左
内
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
始
め
る
。
翌
六
日
に
御
側
向
頭
取
の

ま
ま
中
将
様
（
慶
永
）
御
用
兼
務
を
命
じ
ら
れ
る
も
、
以
後
は
一
橋
派
と
し
て

の
政
治
運
動
に
終
止
符
を
打
つ
。
そ
の
た
め
こ
の
時
期
の
左
内
は
「
志
士
的
生

命
を
閉
じ
」
た
と
の
評
価
も
な
さ
れ
て
い
る（

５
）。

　

九
月
に
な
り
大
老
井
伊
直
弼
に
よ
る
反
対
派
へ
の
大
弾
圧
が
始
ま
る
と
、
そ

の
矛
先
は
左
内
に
も
向
け
ら
れ
た
。
十
月
二
十
二
日
、北
町
奉
行
組
下
の
与
力
・

同
心
ら
に
よ
っ
て
、
左
内
の
長
屋
か
ら
書
類
が
押
収
さ
れ
、
そ
の
場
で
他
藩
士

ら
と
の
交
友
の
有
無
な
ど
を
糺
さ
れ
た
。
ま
た
翌
日
は
北
町
奉
行
所
に
召
喚
さ

れ
、
以
後
の
吟
味
期
間
中
は
「
親
類
滝
勘
蔵
方
へ
御
預
ケ
」
を
命
じ
ら
れ
て
い

る
（
全
集
六
四
八
号
）。
全
集
は
こ
れ
以
降
、
下
獄
・
処
刑
ま
で
の
期
間
を
「
幽

囚
時
代
」
と
呼
ん
で
い
る
。
召
喚
と
吟
味
は
十
一
月
八
日
、
十
日
と
続
け
ら
れ

た
が
（
同
六
五
一
・
六
五
二
号
）、
こ
の
時
点
で
は
事
態
は
ま
だ
楽
観
視
さ
れ
て

い
た（

６
）。

　

明
け
て
六
年
、
前
掲
「
年
譜
」
は
「
正
月
八
日
・
二
月
十
三
日
、
町
奉
行

所
に
て
糺
問
を
う
く（

７
）

」、「
三
月
四
日
・
七
月
三
日
、
評
定
所
に
て
糺
問
を
う

く
」
と
す
る
。
ま
た
こ
の
間
の
取
調
応
答
書
と
し
て
七
月
三
日
の
も
の
（
全
集

六
六
七
号
）お
よ
び
九
月
十
日
と
推
定
さ
れ
る
も
の（
同
六
六
九
号
）が
伝
わ
っ

て
い
る
。

　

最
後
の
尋
問
が
行
わ
れ
た
十
月
二
日
に
つ
い
て
、「
越
前
世
譜
」
に
は
、

　
　

�

町
奉
行
石
谷
因
幡
守
殿
ゟ
橋
本
左
内
御
呼
出
ニ
付
、
召
連
人
同
道
評
定
所

江
被
差
出
候
処
、
口
書
之
上
直
ニ
揚
り
屋
江
被
入

と
あ
る
。
町
奉
行
か
ら
呼
出
を
受
け
た
左
内
は
、
評
定
所
で
の
「
口
書
（
供
述

調
書
録
取
）」
を
経
て
、
そ
れ
ま
で
の
滝
勘
蔵
方
預
け
か
ら
、
小
伝
馬
町
牢
屋

敷
の
揚
屋
（
御
家
人
・
藩
士
・
僧
・
医
者
の
た
め
の
牢
）
入
り
を
命
じ
ら
れ
た
。

左
内
自
身
、
こ
の
時
点
に
至
る
ま
で
下
獄
の
可
能
性
な
ど
い
さ
さ
か
も
予
想
し

て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、
翌
三
日
、
獄
中
か
ら
石
原
甚
十
郎
（
期
幸
）
と
滝
勘

蔵
（
直
與
）
に
宛
て
た
書
翰
で
「
誠
以
驚
惑
之
至
」
と
心
中
を
吐
露
し
て
い
る

（
全
集
六
七
一
号
）。

　

そ
れ
で
も
翌
四
日
付
、
滝
に
宛
て
た
書
翰
で
は
「
私
義
口
書
ハ
過
日
既
ニ
相

済
候
事
故
、
此
後
ハ
唯
公
裁
を
奉
待
候
の
ミ
に
御
座
候
」
と
述
べ
、
す
で
に
口

書
が
済
ん
で
い
る
以
上
、
あ
と
は
裁
き
の
結
果
を
待
つ
だ
け
、
と
い
う
心
境
を

伝
え
て
い
た
（
同
六
七
二
号
）。

　

と
こ
ろ
が
同
月
六
日
付
、
石
原
に
宛
て
た
と
思
し
き
密
書（

８
）で

は
、
口
書
へ
の

後
悔
を
述
べ
始
め
て
お
り
、
改
め
て
申
し
開
き
の
場
を
設
け
て
ほ
し
い
と
懇
願

し
て
い
る
。
こ
れ
は
口
書
の
際
に
「
主
人
内
命
に
て
勅
を
願
候
」
か
と
の
糺
問

に
対
し
、
左
内
が
「
狼
狽
し
て
頓
ん
と
不
心
付
」
る
ま
ま
認
め
て
し
ま
っ
た
こ

と
に
思
い
当
た
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
こ
れ
で
は
「
御
先
代
様
（
慶
永

―
筆
者
注
）
不
容
易
御
心
得
違
と
相
成
、
御
家
に
も
拘
り
可
申
」
き
可
能
性
も

出
て
き
て
し
ま
う
（
全
集
六
七
三
号
）。
ま
た
「
自
己
之
致
業
を
専
ら
主
命
と

相
唱
し
、
罪
を
主
人
に
帰
し
可
申
手
段
な
る
へ
し
」（
全
集
六
七
六
号
）
と
受

け
止
め
ら
れ
て
も
仕
方
の
な
い
対
応
で
あ
っ
た
。
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（
二
）
安
政
六
年
十
月
七
日
、
処
刑
当
日

　

口
書
の
際
の
対
応
を
悔
い
始
め
た
左
内
で
あ
っ
た
が
、
翌
七
日
に
は
刑
が
申

し
渡
さ
れ
る
。
こ
の
時
の
詳
し
い
経
緯
を
、
信
頼
性
の
高
い
史
料
で
あ
る
「
越

前
世
譜
」
と
慶
永
筆
「
霊
巌
掌
記
」（
全
集
六
七
六
号
）
お
よ
び
慶
永
の
御
側

向
頭
取
が
録
し
た
「
御
用
日
記
」（
松
平
文
庫
七
〇
五
号
）
に
拠
っ
て
再
現
し

て
み
た
い
。

　

六
日
夜
、
藩
の
留
守
居
介
東
郷
三
郎
右
衛
門
（
安
敬
）
の
も
と
に
町
奉
行
の

石
谷
因
幡
守
（
穆
清
）
か
ら
手
紙
が
届
く
。
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、
翌

日
五
ツ
時
（
午
前
八
時
頃
）
遅
れ
な
い
よ
う
、
一
人
で
評
定
所
ま
で
出
頭
す
る

よ
う
に
と
の
内
容
だ
っ
た
。

　

翌
七
日
、
東
郷
が
評
定
所
に
出
頭
す
る
と
、
左
内
も
牢
屋
敷
か
ら
呼
び
出
さ

れ
て
い
た
。
評
定
所
の
椽え

ん

頬が
わ

で
二
人
が
平
伏
し
て
い
る
と
、
五
手
掛
（
寺
社
奉

行
・
町
奉
行
・
勘
定
奉
行
・
大
目
付
・
目
付
）
出
席
の
も
と
、
石
谷
が
左
内
の

罪
状
に
つ
い
て
演
説
し
、「
死
罪
申
付
者
也
」
と
大
音
で
処
刑
が
申
し
渡
さ
れ

た
。
す
る
と
直
ち
に
同
心
が
左
内
を
椽
の
下
に
引
き
落
と
し
、
下
輩
の
者
が
裃

を
取
り
、
両
手
を
縛
っ
て
駕
籠
に
乗
せ
た
。
四
〇
人
ば
か
り
が
駕
篭
に
付
き
添

い
、
左
内
は
再
び
牢
屋
敷
に
戻
さ
れ
る
。

　

九
ツ
半
時
（
午
後
一
時
頃
）、
中
根
靭
負
（
師
質
）
が
慶
永
の
許
に
参
上
し（

９
）、

今
朝
評
定
所
に
出
頭
し
た
東
郷
は
ま
だ
戻
っ
て
い
な
い
が
、
四
ツ
半
時
過
（
午

前
十
一
時
頃
）
に
は
左
内
が
死
罪
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
旨
を
報
告
し
て
い
る
。

ま
た
、藩
の
目
付
が
組
之
者
（
足
軽
）
を
牢
屋
敷
に
遣
わ
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、

左
内
を
乗
せ
た
駕
籠
が
牢
門
に
戻
っ
て
い
く
と
こ
ろ
を
見
届
け
て
帰
っ
て
き
た

こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
東
郷
が
帰
邸
し
た
た
め
、
評
定
所
で
の
死
罪
申
し
渡
し
な
ど
の
詳

し
い
様
子
が
、
目
付
か
ら
慶
永
に
報
告
さ
れ
た
。
慶
永
の
意
を
受
け
た
目
付
は

左
内
の
首
と
胴
と
を
貰
い
受
け
る
た
め
の
交
渉
に
取
り
か
か
る
。

　

夕
方
に
な
っ
て
目
付
の
市
村
乙
助
（
市
十
郎
）
が
慶
永
の
も
と
に
参
上
し
、

長
谷
部
協
（
弘
連
）
と
堤
五
市
郎
（
正
誼
）
が
左
内
の
死
骸
貰
い
受
け
の
た
め

に
奔
走
し
た
が
、
こ
の
日
の
う
ち
に
は
そ
れ
が
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
報
告
し

て
い
る
。
ま
た
夜
分
に
な
っ
て
秋
田
弾
正
（
豊
）
が
「
左
内
義
厳
科
ニ
被
処
候

書
付
」
を
持
参
し
、
慶
永
に
見
せ
た
。

　

以
上
が
三
点
の
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
当
日
の
経
緯
で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず

注
目
す
べ
き
は
東
郷
の
行
動
で
あ
る
。「
霊
巌
掌
記
」
に
「
御
用
書
ハ
三
郎
右

衛
門
拝
承
い
た
し
候
迄
ニ
て
罷
帰
ル
」
と
あ
る
と
お
り
、
東
郷
は
評
定
所
で
の

死
罪
申
し
渡
し
の
場
に
藩
を
代
表
し
て
同
席
し
た
が
、
そ
の
後
小
伝
馬
町
の
牢

屋
敷
ま
で
は
付
き
従
わ
ず
、
御
用
書
の
内
容
を
聞
い
た
段
階
で
藩
邸
に
戻
っ
て

い
る
。
二
点
目
は
目
付
が
牢
屋
敷
に
遣
わ
し
て
い
た
組
之
者
の
動
き
で
あ
る
。

「
霊
巌
掌
記
」
に
よ
れ
ば
「
左
内
之
駕
牢
門
へ
入
り
候
処
を
見
届
罷
帰
候
」
と

あ
り
、
そ
の
後
の
斬
罪
の
現
場
ま
で
見
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
牢
屋
敷
で
の
左
内
処
刑
の
場
に
は
、
福
井
藩
の
関
係
者
は
誰
も
立
ち

会
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
誰
が
左
内
の
涙
を
見
た
と
い
う
の
か
。

　
　
　

二　

最
期
の
描
か
れ
方

（
一
）「
従
容
端
坐
」

　

刑
場
で
左
内
の
最
期
を
見
届
け
た
人
物
の
探
索
は
ひ
と
ま
ず
先
送
り
し
、
こ
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橋
本
左
内
は
刑
場
で
泣
い
た
か

こ
で
は
左
内
没
後
の
文
献
で
、
そ
の
最
期
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
き
た
か
を

た
ど
っ
て
お
こ
う
。

　

最
も
古
い
左
内
伝
と
さ
れ
る
「
夢
物
語
」
は
、「
城
中
の
霜
」
に
も
登
場
し

た
甚
十
郎
こ
と
石
原
期
幸
が
そ
の
著
者
と
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
現
在
で

は
中
根
雪
江
（
師
質
）
の
手
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
書
名

も
「
橋
本
左
内
事
迹
」
の
名
で
通
る
よ
う
に
な
っ
た（

（（
（

。
成
立
は
明
治
五
、六
年

（
一
八
七
二
、三
）
頃
と
さ
れ
て
き
た
が
、
明
治
八
年
五
月
、
左
内
の
弟
橋
本
綱

維
か
ら
東
京
府
知
事
大
久
保
一
翁
に
提
出
さ
れ
た
「
橋
本
左
内
履
歴
小
誌
」（
国

立
公
文
書
館
蔵
。
以
下「
小
誌
」）を
一
つ
の
完
成
形
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
下
、「
小
誌
」
に
よ
っ
て
最
期
の
場
面
を
確
認
す
る
。

　
　

�

十
月
二
日
於
評
定
所
伏
罪
ノ
具
状
成
ツ
テ
揚
リ
屋
ノ
牢
ヘ
入
ラ
レ
、
同
七

日
牢
中
ヨ
リ
同
処
ヘ
呼
出
サ
レ
、
庁
上
ニ
於
テ
刑
斬
ニ
当
ル
由
ヲ
申
渡
サ

レ
、
直
ニ
庁
下
ヘ
踢
落
シ
、
獄
卒
之
ヲ
捕
縛
シ
、
伝
馬
街
ノ
獄
ニ
送
リ
、

獄
中
ニ
於
テ
刑
ニ
遭
フ
、
左
内
吾
公
賜
フ
処
ノ
新
衣
ヲ
着
ケ
、
従
容
端
坐
、

刃
ヲ
受
テ
殉歾

ヵ

ス
、
時
年
二
十
六

　

詳
細
を
聞
き
及
ん
で
い
た
中
根
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
宣
告
後
に
左
内
が
「
直
ニ

庁
下
へ
踢け

落
」
さ
れ
た
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
重
要
な
点
は
、
左

内
は
慶
永
か
ら
賜
っ
た
「
新
衣
」
を
着
て
、「
従
容
端
坐
」
す
な
わ
ち
悠
々
と

落
ち
着
き
は
ら
い
、
威
儀
を
正
し
た
ま
ま
斬
罪
を
受
け
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。「
泣
く
」
と
い
う
行
為
は
、
感
情
の
起
伏
を
発
露
さ
せ
た
帰
結
で

あ
る
が
、「
従
容
」
は
そ
の
正
反
対
、
感
情
は
静
の
極
地
に
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
処
刑
に
立
ち
会
わ
な
か
っ
た
は
ず
の
中
根
が
、
従
容
と
し
て
逝
っ

た
左
内
の
様
子
を
ど
の
よ
う
に
し
て
知
り
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
中
根
は
本
書
執

筆
の
動
機
を
、
石
原
の
言
に
託
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

世
間
炎
ニ
趨
リ
勢
ヒ
ニ
附
キ
、
左
内
等
ヲ
非
議
ス
ル
ノ
者
多
シ
ト
聞
ク
、

余
痛
憤
ノ
至
リ
ニ
堪
ヘ
ス
、
黙
止
ス
ル
ニ
忍
ビ
ス
、
略
々
其
顛
末
ヲ
記
シ
、

紙
上
ニ
無
辜
ヲ
明
ラ
メ
、
筆
下
ニ
逆
賊
ヲ
誅
シ
、
窃
ニ
同
志
ニ
示
シ
テ
、

聊
積
日
ノ
抑
鬱
ヲ
快
暢
シ
、
之
ヲ
筐
底
ニ
秘
シ
、
明
時
ニ
遇
フ
テ
墓
碣
ニ

誌
ス
ノ
参
考
ニ
備
ヘ
ン
事
ヲ
庶
幾
ス
ル
耳

　

す
な
わ
ち
左
内
の
名
誉
回
復
の
た
め
に
執
筆
さ
れ
た
本
書
が
、
そ
の
最
期
を

少
し
で
も
悪
し
様
に
書
く
は
ず
は
な
く
、
威
厳
を
保
っ
た
ま
ま
悠
々
と
し
て

逝
っ
た
左
内
像
が
こ
こ
に
誕
生
し
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。

　

慶
永
か
ら
賜
っ
た
新
衣
を
身
に
着
け
、
従
容
と
し
て
刑
を
受
け
た
と
す
る
最

期
の
姿
は
、
そ
の
後
の
伝
記
物
語
や
評
伝
に
も
引
き
継
が
れ
て
定
型
化
を
見
せ

始
め
る
。
早
い
と
こ
ろ
で
は
、
修
史
局
史
官
も
務
め
た
漢
学
者
蒲
生
重
章
が
明

治
十
二
年
に
発
表
し
た
「
橋
本
左
内
伝
」（『
近
世
偉
人
伝 

三
編
上
』
青
山
清

吉
他
）
が
「
左
内
臨
レ
刑
従
容
著
二
藩
主
所
レ
賜
衣
一
端
座
受
レ
刃
」
と
記
し
て
お

り
、「
小
誌
」
の
強
い
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
少
年
向
け
伝
記
物
語
と

し
て
明
治
三
十
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
橋
本
左
内
』（
桐
生
悠
々
著
、
博
文
館
）

も
「
死
す
る
時
藩
主
よ
り
賜
は
れ
た
る
新
衣
を
着
し
、
従
容
と
し
て
辞
世
三
首

を
咏
ず
」
と
そ
の
最
期
を
描
い
た
。

　

こ
う
し
た
定
型
化
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
明
治
四
十
一
年
刊
『
橋
本
左
内

全
集
』（
景
岳
会
）
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
同
書
収
載
「
橋
本
左
内
年
譜
」（
有
馬

祐
政
編
）
が
「
君
侯
賜
ふ
所
の
新
衣
を
着
し
従
容
と
し
て
刑
刃
を
受
く
」
の
一

文
を
載
せ
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
改
訂
版
『
橋
本
景
岳
全
集
』
が
出

版
さ
れ
る
ま
で
こ
の
記
載
が
広
く
利
用
さ
れ
続
け
た
。
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そ
の
結
果
、
戦
前
の
左
内
伝
と
し
て
は
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
滋
賀
貞
の

一
連
の
著
作
、『
偉
大
な
る
青
年 

橋
本
左
内
』（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
二
八
年
）

や
そ
の
増
補
改
訂
版
『
景
岳
橋
本
左
内
』（
同
、
一
九
三
五
年
）
も
「
か
く
て

左
内
は
藩
公
よ
り
賜
は
つ
た
新
衣
を
着
し
小
伝
馬
町
の
刑
場
に
於
て
従
容
と
し

て
獄
卒
の
刀
下
に
二
十
六
歳
の
生
涯
を
断
つ
た
」
と
述
べ
る
に
至
り
、
こ
こ
に

涙
の
要
素
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

（
二
）「
縦
横
盤
舞
」「
人
生
の
半
分
」「
越
前
萬
歳
」

　

と
こ
ろ
で
、
従
容
と
し
た
最
期
を
採
用
す
る
文
献
が
大
半
を
占
め
る
な
か
、

特
徴
的
な
逸
話
を
載
せ
た
も
の
も
確
認
で
き
る
。

　

死
罪
宣
告
と
処
刑
の
両
場
面
に
触
れ
た
も
の
で
「
小
誌
」
に
次
い
で
古
い
も

の
に
、
明
治
二
十
五
年
刊
『
新
世
語
』（
有
則
軒
）
が
あ
る
。
本
書
は
数
多
の

文
献
に
精
通
す
る
儒
者
、
淳
軒
大
田
才
次
郎
が
、
江
戸
末
・
明
治
初
期
に
活
躍

し
た
著
名
人
の
「
世
語
（
逸
話
）」
を
集
成
し
た
も
の
で
、「
橋
本
左
内
最
後
の

恬マ
マ

況
」
と
題
さ
れ
た
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
全
文
を
引
用
す
る
。

　
　

�

橋
本
左
内
幕
府
の
嫌
疑
を
受
け
縛
に
就
く
。
究
治
数
次
。
遂
に
死
罪
に
決

す
。
当
日
幕
の
有
司
列
を
正
し
て
法
庁
に
坐
し
。
左
内
を
椽
に
延
き
。
其

旨
を
宣
告
す
。
宣
言
の
畢
る
や
否
や
。
左
内
一
笑
し
て
有
り
が
と
う
と
絶

呼
し
。
踴
躍
し
て
白
洲
に
飛
下
り
。
人
生
五
十
の
半
分
ぢ
や
。
人
生
五
十

の
半
分
ぢ
や
と
。
縦
横
盤
舞
。
傍
ら
に
人
な
き
か
若
し
。
遂
に
獄
卒
の
叱

制
す
る
所
と
為
り
。
其
引
立
て
行
か
る
ゝ
や
。
猶
嬉
笑
怡
々
神
色
少
し
も

平
生
に
異
な
ら
す
と
云
ふ
。
嗚
呼
。
藜
園
は
平
素
極
め
て
沈
毅
の
人
な
り
。

而
し
て
一
旦
死
に
臨
め
は
。
其
快
活
斯
の
如
し
。
真
個
に
是
れ
丈
夫
の
本

領
な
り
。

　

平
素
は
極
め
て
冷
静
沈
毅
な
藜
園
（
左
内
の
号
）
が
、
死
罪
を
言
い
渡
さ
れ

る
や
、
一
笑
後
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
絶
叫
し
、
白
洲
に
飛
び
下
り
て
「
人
生

五
十
の
半
分
ぢ
や
」
と
言
い
な
が
ら
舞
い
め
ぐ
っ
た
と
す
る（

（（
（

。
そ
こ
に
喜
び
楽

し
む
様
子
は
見
ら
れ
た
が
、
精
神
状
態
は
常
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
と

も
い
う
。
処
刑
直
前
で
は
な
く
、
死
罪
宣
告
の
場
面
で
は
あ
る
が
、
死
に
臨
ん

で
快
活
に
ふ
る
ま
う
様
は
「
丈じ

ょ
う

夫ふ

の
本
領
」
つ
ま
り
勇
気
あ
る
立
派
な
男
子
の

特
性
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

同
様
の
逸
話
は
戦
前
ま
で
は
い
く
つ
か
の
文
献
で
確
認
で
き
る
が
、
明
治

三
十
五
年
刊
『
英
雄
の
片
影
』（
大
月
ひ
さ
著
、
文
学
同
志
会
）
で
は
「
遂
に

従
容
刑
に
就
い
た
」
と
「
従
容
」
の
文
言
も
付
け
加
え
ら
れ
、「
大
丈
夫
の
意

気
実
に
壮
な
り
と
い
ふ
べ
し
」
と
の
評
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
評
価
は

「
城
中
の
霜
」
の
作
中
で
「
死
に
臨
ん
で
泣
く
と
は
未
練
極
ま
る
」
と
し
て
同

輩
に
謗
ら
れ
た
こ
と
と
は
真
逆
の
評
価
と
言
え
よ
う
。

　

ま
た
別
の
逸
話
も
あ
る
。明
治
二
十
六
年
刊『
活
文
字
』（
鈴
木
力
・
佃
信
夫
編
、

博
文
館
）
所
載
「
橋
本
左
内
の
話
」
は
、
斬
首
宣
告
を
受
け
た
直
後
の
場
面
を

次
の
よ
う
に
描
く
。

　
　

�

憤
悱
忿
懥
の
気
、
陰
々
と
し
て
獄
舎
の
屋
を
蒸
し
に
け
り
、
独
り
左
内
は
、

泰
然
、
淡
然
、
気
色
少
し
も
常
に
異
な
ら
ず
、
同
舎
の
諸
士
を
押
静
め
て

曰
け
る
や
う
、
今
は
し
も
歎
き
て
詮
な
し
、
永
の
訣
れ
の
事
な
れ
ば
、
お

も
し
ろ
く
遊
び
興
じ
て
別
れ
な
む
、
某
が
郷
里
越
前
は
、
田
舎
萬
歳
の
名

所
な
り
、
幼
業
に
覚
へ
し
一
芸
、
此
世
の
思
ひ
出
、
一
曲
唄
ふ
て
各
々
の

笑
の
種
を
ば
蒔
き
申
さ
む
、
い
ざ
ま
え
ら
む
聞
き
給
へ
と
て
（
中
略
）
声

爽
や
か
に
、
節
お
も
し
ろ
く
、
鄙
ぶ
り
を
其
ま
ゝ
に
、
歌
ひ
出
し
た
り
し
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橋
本
左
内
は
刑
場
で
泣
い
た
か

か
ば
、
一
舎
の
人
々
、
い
づ
れ
も
心
豁
け
気
も
融
け
て
、
自
ら
一
陣
の
春

風
、
坐
に
起
り
、
諸
士
お
の
〳
〵
、
我
も
一
芸
参
ら
む
づ
、
我
も
一
曲
唄

は
む
と
て
、
果
て
ハ
鼎
鑊
の
前
に
在
る
も
、
刀
鋸
の
後
に
在
る
も
打
忘
れ
、

笑
ひ
ど
よ
め
く
声
の
み
、
外
舎
に
徹
す
る
に
至
り
し
と
ぞ
、
噫
生
寄
也
死

帰
也
、
大
丈
夫
、
平
素
に
在
つ
て
此
安
心
を
欠
く
も
の
ハ
、
遂
に
大
事
を

語
る
に
足
ら
ず
、
左
内
の
泰
然
淡
然
、
死
生
の
間
に
出
入
し
て
、
而
か
も

心
広
く
体
胖
か
な
る
事
、
豈
に
禹
王
に
劣
ら
む
や
、
其
平
生
の
鍛
錬
修
養
、

推
し
計
ら
れ
て
、
い
と
も
め
で
た
き
限
り
に
こ
そ
。

　

宣
告
を
受
け
、
怒
り
に
も
だ
え
る
獄
囚
た
ち
を
前
に
、
左
内
ひ
と
り
が
越
前

萬
歳
を
歌
っ
て
場
を
和
ま
せ
る
。「
淮
南
子
」
の
禹
の
こ
と
ば
「
生
は
寄
な
り
、

死
は
帰
な
り
（
人
は
こ
の
世
に
身
を
寄
せ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
死
は
も
と
の
場

所
に
帰
る
こ
と
で
あ
る
）」
で
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
死
に
直
面
す
る

左
内
の
「
泰
然
淡
然
」
と
し
た
ふ
る
ま
い
が
「
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ふ

」
と
し
て
褒
め
称
え

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
萬
歳
の
逸
話
は
、明
治
三
十
六
年
刊
『
牢
獄
之
英
雄
』

（
野
崎
海
東
著
、
真
誠
堂
書
店
）
や
同
四
十
五
年
刊
『
近
世
続
偉
人
百
話
』（
中

川
克
一
編
、
至
誠
堂
書
店
）
で
も
引
き
続
き
登
場
す
る
が
、
そ
の
後
は
徐
々
に

見
ら
れ
な
く
な
る
。

　

ど
ち
ら
の
逸
話
も
奇
抜
な
よ
う
で
い
て
、
死
地
に
臨
ん
で
「
快
活
」
や
「
泰

然
淡
然
」
と
し
た
有
様
を
見
せ
た
こ
と
が
、「
丈
夫
」「
大
丈
夫
」
の
証
し
と
さ

れ
、
武
士
と
し
て
誇
る
べ
き
最
期
を
遂
げ
た
も
の
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
こ
の
い
さ
さ
か
も
狼
狽
す
る
こ
と
の
な
い
左
内
像
と「
声
を
忍
ん
で
泣
く
」

左
内
像
と
は
全
く
以
て
似
て
も
似
つ
か
な
い
。

　
　
　

三　

画
期
と
し
て
の
昭
和
十
年

　

こ
こ
か
ら
は
い
よ
い
よ
、
刑
場
で
涙
を
流
す
左
内
像
が
い
つ
頃
か
ら
現
れ
、

そ
し
て
定
着
し
始
め
た
か
を
探
っ
て
い
く
。
ま
ず
は
一
つ
の
画
期
と
し
て
昭
和

十
年
（
一
九
三
五
）
と
い
う
年
を
措
定
し
、
山
本
周
五
郎
作
品
の
典
拠
論
と
か

ら
め
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

こ
の
年
、
橋
本
左
内
顕
彰
の
歴
史
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
で
き
ご
と
が
二
つ

あ
っ
た
。
一
つ
は
十
月
一
日
〜
十
三
日
、
東
京
の
百
貨
店
白
木
屋
で
「
橋
本
左

内
先
生
生
誕
百
年
紀
念
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
十
月
一

日
、
傳
記
學
会
の
雑
誌
『
傳
記
』
二
巻
一
〇
号
が
「
橋
本
左
内
生
誕
百
年
記
念

号
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

展
覧
会
は
左
内
の
顕
彰
団
体
「
景
岳
会
」
が
、
文
部
省
後
援
の
も
と
主
催
し

た
も
の
で
「
各
宮
殿
下
の
台
臨
を
仰
ぎ
奉
り
、
朝
野
の
名
士
并
に
一
般
の
来
観

者
無
慮
幾
十
万
人
に
及
び
、
先
生
の
偉
績
を
弘
く
天
下
に
宣
揚
せ
ら
れ
た（

（（
（

」
と

い
う
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。
一
方
の
『
傳
記
』
は
こ
の
展
覧
会
会
場
で
も
販
売
さ

れ
、「
各
方
面
に
於
て
多
大
の
好
評
を
博
し
、
発
行
後
数
日
に
し
て
品
切
れ
の

状
態
を
呈
し
た（

（（
（

」
ほ
ど
評
判
に
な
っ
た
と
い
う
。
あ
る
い
は
こ
れ
に
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
と
な
る
滋
賀
貞
著
『
景
岳
橋
本
左
内
』
の
発
刊
を
付
け
加
え
て
も
よ
い
か

も
し
れ
な
い
。
昭
和
十
年
は
、
故
郷
福
井
に
と
ど
ま
ら
ず
多
く
の
人
々
が
橋
本

左
内
と
い
う
人
物
に
関
心
を
抱
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
年
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
う
ち
本
稿
の
テ
ー
マ
と
の
関
わ
り
で
は
、
雑
誌
『
傳
記
』
に
左
内
の
涙

に
言
及
し
た
伊
藤
武
雄
著
「
景
岳
三
十
年
」
が
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
着
目

し
た
い
。
以
下
、
該
当
箇
所
を
引
い
て
お
く
。
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六
十
二
巻
二
号

　
　

�

罪
状
の
読
聞
せ
あ
つ
て
先
生
は
徐
か
に
荒
筵
の
上
に
座
り
、
両
手
を
端
然

と
膝
に
置
き
首
を
前
へ
差
伸
べ
た
。
こ
の
時
で
あ
る
。
劊
手
が
用
意
の
白

刃
を
抜
き
放
ち
、
先
生
の
傍
に
進
ん
で
、「
宜
い
か
ッ
」
と
声
を
掛
け
た

と
き
、
先
生
は
何
思
ひ
け
ん
、「
暫
く
待
て
ッ
」
と
劊
手
を
制
し
て
、
忽

ち
双
涙
滂
沱
、
面
を
掩
ふ
て
泣
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
事
実
で
あ
る
。

　

伊
藤
は
「
宮
内
省
諸
陵
寮
史
学
家
」
と
い
う
肩
書
き
を
持
つ
人
物
で
、
母
親

が
福
井
市
江
戸
上
町
の
生
れ
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
少
年
の
頃
よ
り
左
内
を
敬

慕
し
続
け
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
伊
藤
が
、左
内
が
刑
場
で
泣
い
た
こ
と
は「
事

実
」
だ
と
断
言
す
る
。
続
け
て
「
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
生
の
弟
子
加
藤
斌
氏
は
、

次
の
如
く
説
明
し
て
居
る
」
と
し
て
、
加
藤
の
文
章
を
長
文
の
ま
ま
引
用
し
て

い
る
。

　
　

�

先
生
は
今
死
に
臨
ん
で
泣
い
た
。
声
を
放
つ
て
泣
い
た
が
、
何
の
為
め
に

泣
い
た
ら
う
か
、
無
論
死
を
恐
れ
て
泣
い
た
の
で
は
な
い
。
其
泣
い
た
理

由
は
先
生
が
刑
に
就
く
前
日
、獄
中
で
作
つ
た
絶
命
の
詩
を
見
れ
ば
解
る
。

　
　
　
　

�

苦
寃
難
洗
恨
難
禁
、
俯
則
悲
傷
仰
則
吟
、
昨
夜
城
中
霜
始
隕
、
誰
知

松
柏
後
凋
心
。

　
　

�

嗚
呼
苦
寃
洗
ひ
難
く
恨
み
禁
じ
難
し
、
俯
し
て
則
ち
悲
傷
し
仰
い
て
則
ち

吟
ず
、
何
た
る
悲
愴
の
調
で
あ
ら
う
。
全
く
先
生
は
苦
寃
洗
ひ
難
く
恨
禁

じ
難
き
為
め
に
泣
い
た
の
で
あ
る
。
国
家
の
前
途
を
思
ひ
君
を
思
ひ
母
を

思
へ
ば
泣
か
ざ
る
を
得
な
い
、
由
来
志
士
才
人
は
涙
多
く
情
に
激
し
易
い

者
で
あ
る
。
国
家
の
前
途
を
思
へ
ば
こ
そ
身
を
犠
牲
に
し
て
東
西
に
奔
走

し
た
の
で
あ
る
が
、
忽
ま
ち
当
路
の
忌
憚
に
触
れ
て
遂
に
断
頭
場
裡
の
露

と
消
ゆ
る
の
は
、
如
何
に
も
残
念
で
あ
つ
た
ら
う
と
察
せ
ら
れ
る
。

　
　

�

先
生
は
や
が
て
涙
を
収
め
藩
邸
の
方
に
一
礼
し
て
、「
さ
あ
宜
い
か
ら
斬

れ
ッ
」
と
の
言
下
に
、
紫
電
一
閃
、
首
は
美
事
に
箱
の
中
へ
落
ち
た
。
其

日
長
谷
部
恊マ

マ

、
朝
倉
新
次
郎
の
両
氏
が
屍
体
の
下
渡
を
請
ひ
、
棺
に
入
れ

て
小
塚
原
回
向
院
別
院
へ
持
来
り
、
胴
と
首
と
を
縫
合
せ
て
葬
り
、「
橋

本
左
内
之
墓
」
と
木
標
を
建
て
た
所
が
、
幕
吏
の
為
め
に
取
去
ら
れ
て
し

ま
つ
た
。

　

伊
藤
は
こ
の
長
い
引
用
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
り
、「
以
上
は
、加
藤
斌
氏
が
、

「
獄
中
に
於
け
る
橋
本
左
内
」
と
い
ふ
題
で
、
往
年
或
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記

事
の
節
要
で
あ
る
」
と
付
記
し
た
。

　

さ
か
の
ぼ
れ
ば
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
十
月
、
法
学
者
の
尾
佐
竹
猛
が

発
表
し
た
「
帝
国
議
会
史
前
記
（
五
）」
も
ま
た
、第
三
節
「
福
井
藩
の
議
会
論
」

に
お
い
て
、
加
藤
斌
「
獄
中
に
於
け
る
橋
本
左
内 

第
八
」
を
註
に
掲
げ
て
い

た（
（（
（

。
し
た
が
っ
て
先
の
引
用
文
は
、
大
正
十
一
年
以
前
の
新
聞
連
載
記
事
と
い

う
こ
と
は
わ
か
る
の
だ
が
、
遺
憾
な
が
ら
掲
載
紙
名
や
日
付
を
明
ら
か
に
し
得

な
い
。

　

し
か
し
、
山
本
周
五
郎
が
『
傳
記
』
収
載
の
伊
藤
の
文
章
あ
る
い
は
そ
こ
に

引
か
れ
た
加
藤
の
記
事
を
参
照
し
た
ら
し
い
こ
と
は
、
ど
う
や
ら
蓋
然
性
が
高

そ
う
だ
。
と
言
う
の
も
、
山
本
が
左
内
を
題
材
と
す
る
小
説
を
書
い
た
の
は
昭

和
十
五
年
の
「
城
中
の
霜
」
が
最
初
で
は
な
か
っ
た
。
昭
和
十
年
十
二
月
、『
青

年
太
陽
』
一
年
一
二
号
に
発
表
し
た
「
偉
人
傳
記 

橋
本
左
内
」
と
い
う
作
品

が
先
に
発
表
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
城
中
の
霜
」
は
先
行
作
で
あ
る
「
偉

人
傳
記 
橋
本
左
内
」
の
「
テ
ー
マ
を
さ
ら
に
練
り
直
し
た
も
の
で
、
格
段
の

完
成
度
を
示
し
て
い
る
。
戦
前
作
品
の
な
か
で
、
お
そ
ら
く
作
者
の
会
心
の
一
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橋
本
左
内
は
刑
場
で
泣
い
た
か

作
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
す
な
わ
ち
先
行
作
「
偉
人
傳
記 

橋
本
左
内
」
は

五
年
後
の
「
城
中
の
霜
」
と
比
べ
て
テ
ー
マ
が
十
分
に
は
練
り
込
ま
れ
て
は
お

ら
ず
、
素
材
と
な
る
伝
記
的
叙
述
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
っ
た
よ
う
な
出
来
栄
え

だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。「
城
中
の
霜
」
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、「
偉
人
傳
記 

橋
本
左
内
」
の
当
該
箇
所
を
初
出
誌
に
拠
っ
て
引
い
て
お
く
。

　
　

�　

牢
奉
行
石
出
帶
刀
は
初
め
か
ら
左
內
を
遇
す
る
に
士
禮
を
以
て
し
た

が
、
當
日
は
特
に
―
―
春
嶽
公
よ
り
賜
つ
た
新
し
い
衣
服
と
上か

み
し
も下

を
許
し

た
。
之
は
傳
馬
町
の
牢
開
設
以
來
の
新
例
で
あ
る
。　

　
　

�　

や
が
て
設
け
の
席む

し
ろ

に
着
く
と
、
罪
狀
の
讀
聞
せ
が
あ
つ
て
、
斬
首
役
人

が
白
刄
を
拔
き
、
左
內
の
背
後
へ
廻
つ
て
、

　
　
「
宜
い
か
」

　
　
　

と
聲
を
か
け
た
。
す
る
と
左
內
が
突
然
、

　
　
「
暫
く
待
て
―
―
」

　
　
　

と
制
し
た
。

　
　

�　

そ
し
て
、
嗚
呼
…
…
實
に
左
內
は
、
双
手
で
面
を
蔽
ひ
な
が
ら
流る

泪る
い

滂ぼ
う

沱だ

と
し
て
泣
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
中
略
）

　
　

�　

左
內
は
、
白
刄
の
下
に
莞く

わ
ん

爾じ

と
し
て
辭
世
を
咏よ

む
や
う
な
豪
傑
で
は
な

い
、
渠か

れ

は
聲
を
放
つ
て
泣
い
た
の
だ
。
此
一
事
の
み
を
以
て
し
て
も
渠
が

凡
百
の
志
士
勇
傑
で
な
い
こ
と
が
分
る
。
左
內
は
泣
い
た
、
斷
頭
の
刄
を

控
へ
し
め
て
泣
い
た
の
で
あ
る
。

　
　

�　

暫
く
し
て
左
內
は
靜
か
に
淚
を
拭
ひ
、
藩
邸
の
方
に
向
つ
て
一
禮
し
た

後
、

　
　
「
お
待
た
せ
申
し
た
、
い
ざ
！
」

　
　

�　

と
云
つ
て
首
を
さ
し
の
べ
る
、
言
下
に
白
刄
が
閃
め
い
て
左
內
の
首
は

打
落
さ
れ
た
。
―
―
時
に
左
內
は
二
十
六
歳
で
あ
つ
た
。

（
以
上
、
傍
線
は
引
用
者
）

　

傍
線
部
分
は
、
伊
藤
「
景
岳
三
十
年
」
お
よ
び
そ
こ
に
引
か
れ
た
加
藤
「
獄

中
に
於
け
る
橋
本
左
内
」
の
文
章
に
酷
似
す
る
表
現
で
あ
る
。『
傳
記
』
発
行

が
十
月
、『
青
年
太
陽
』
が
十
二
月
な
の
で
、
少
し
間
隔
が
短
い
気
も
す
る
が
、

大
正
期
に
は
す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
た
加
藤
の
文
章
は
確
実
に
参
照
で
き
た
は

ず
で
あ
る
。
山
本
が
作
品
執
筆
に
あ
た
っ
て
伊
藤
あ
る
い
は
加
藤
の
文
章
を
典

拠
と
し
た
と
す
る
推
測
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

な
お
、
本
作
は
「
こ
の
短
文
を
以
て
し
て
は
、
橋
本
左
內
の
片
鱗
を
も
傳
ふ

る
こ
と
も
困
難
で
あ
つ
た
が
、
詳
く
は
左
內
全
集
あ
り
景
岳
會
あ
り
、
之
に
就

て
充
分
に
御
硏
究
あ
ら
ん
こ
と
を
望
ん
で
置
く
」
と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
山
本
自
身
は
『
橋
本
左
内
全
集
』
所
収
「
橋
本
左
内
年
譜
」
に
記
さ

れ
た
「
従
容
端
坐
」
に
つ
い
て
、
本
作
で
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
「
白
刄
の
下
に
莞
爾
と
し
て
辭
世
を
咏
む
や
う
な
豪
傑
で
は
な
い
」
と

し
て
、左
内
が
微
笑
ん
で
泰
然
と
逝
く
姿
を
否
定
さ
え
し
て
い
る
。作
家
に
と
っ

て
左
内
の
涙
は
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
主
題
と
し
て
魅
力
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
は
山
本
周
五
郎
論
を
指
向
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
典
拠
論
は
こ
の

辺
り
に
と
ど
め
る
が
、
五
年
後
に
「
城
中
の
霜
」
と
し
て
昇
華
す
る
「
偉
人
傳

記 

橋
本
左
内
」
が
昭
和
十
年
と
い
う
年
に
発
表
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
、
左

内
の
最
期
が
創
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
過
程
を
た
ど
る
う
え
で
意
義
深
い
。
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四　

加
藤
斌
が
遺
し
た
も
の
と
情
報
源

（
一
）
加
藤
斌
の
略
歴
と
明
治
四
十
一
年
の
講
演

　

次
に
涙
の
逸
話
の
発
信
源
と
目
さ
れ
る
加
藤
斌
と
い
う
人
物
、
お
よ
び
そ
の

談
話
内
容
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

　

加
藤
は
弘
化
元
年（
一
八
四
四
）福
井
藩
士
溝
口
郷
右
衛
門
の
次
男
に
生
ま
れ
、

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
加
藤
家
の
養
子
と
し
て
恒
一
の
家
督
一
五
〇
石
を

相
続
し
て
い
る（

（（
（

。
そ
の
た
め
二
三
歳
に
な
る
ま
で
は
溝
口
辰
五
郎
と
称
し
て
い

た
。

　

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
七
月
十
一
日
、
一
四
歳
の
と
き
に
藩
命
に
よ
り
江

戸
で
「
学
文
修
行
」
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
八
月
七
日
、
堤
五
市
郎
・
三
岡
友

蔵
・
横
山
猶
蔵
・
斎
藤
喜
作
ら
と
左
内
の
江
戸
行
き
に
同
行
す
る
。
江
戸
で
は

堤
と
と
も
に
常
盤
橋
邸
内
で
左
内
と
同
居
し
て
お
り
（
全
集
一
八
七
号
）、
左

内
か
ら
は
親
し
く
「
辰
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

江
戸
遊
学
以
前
か
ら
既
に
左
内
の
指
導
を
受
け
て
お
り
（
全
集
一
三
〇
号
）、

左
内
の
著
名
な
著
作
「
啓
発
録
」
も
、
じ
つ
は
安
政
四
年
夏
、
加
藤
と
左
内
の

弟
綱
常
に
贈
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
さ
ら
に
明
治
以
後
に
名
乗
る
「
斌
（
ナ
カ

バ
）」
の
名
は
「
文
武
相
半
ば
す
と
い
う
意
味
で
、
橋
本
左
内
が
書
い
た
由
来

書
が
今
も
同
家
に
伝
わ
つ
て
い
る（

（（
（

」
と
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
師
弟
の
関
係
は
江
戸
で
さ
ら
に
深
ま
り
、
左
内
の
上
京
に
同
行
し

て
政
治
活
動
に
も
参
画
し
た
。
し
か
し
、
左
内
の
没
後
ま
も
な
く
江
戸
で
の
遊

学
を
中
断
し
、
福
井
に
戻
っ
て
か
ら
は
藩
校
の
洋
学
句
読
師
、
英
学
句
読
師
な

ど
を
務
め
て
い
る
。

　

廃
藩
後
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
工
部
省
、
十
年
に
海
軍
省
に
出
仕
し
、

こ
の
間
、
六
年
に
簿
記
書
『
商
家
必
用 

初
編
』
を
訳
出
、
十
二
年
に
は
海
上

裁
判
所
設
置
に
関
す
る
資
料
と
し
て
『
独
逸
海
上
保
険
法
』
を
翻
訳
し
た
。
退

官
後
は
実
業
界
に
転
じ
て
東
京
製
絨
株
式
会
社
取
締
役
、
新
橋
銀
行
頭
取
を
歴

任
し
、
明
治
三
十
一
年
か
ら
は
四
期
に
わ
た
り
芝
区
会
議
員
も
務
め
た
。
没
し

た
の
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
九
月
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

加
藤
の
生
涯
を
た
ど
る
う
え
で
見
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
左
内
顕

彰
事
業
に
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
で
あ
る
。
明
治
十
三
年
十
一
月
一
日
（
旧

暦
十
月
七
日
）、
加
藤
は
在
京
中
の
旧
藩
士
村
田
氏
寿
・
堤
正
誼
ら
と
湯
島
麟

祥
院
で
初
め
て
左
内
の
紀
念
祭
を
挙
行
し
、
以
後
こ
れ
が
毎
年
恒
例
化
す
る
。

十
八
年
の
小
塚
原
回
向
院
（
安
政
六
年
〜
文
久
三
年
の
左
内
の
葬
送
地
）
で

の
「
橋
本
景
岳
之
碑
」
建
碑
に
際
し
て
は
破
格
の
一
〇
〇
円
を
寄
付
し
て
も
い

る（
（（
（

。
そ
の
後
二
十
六
年
に
は
、
福
井
に
改
葬
移
設
さ
れ
て
い
た
「
藜
園
墓
」
を

小
塚
原
に
再
建
す
る
に
あ
た
っ
て
尽
力
し
、
経
緯
を
「
明
治
廿
六
年
癸
巳
十
月

景
岳
先
生
旧
墓
標
藜
園
墓
小
塚
原
旧
葬
処
建
立
記
」
と
し
て
ま
と
め
た
（
全
集

一
五
七
一
頁
）。

　

こ
う
し
た
一
連
の
活
動
の
末
、
明
治
三
十
五
年
十
月
七
日
に
景
岳
会
が
結
成

さ
れ
る
。
同
会
は
趣
意
書
に
「
先
生
ノ
忌
日
ヲ
以
テ
祭
祀
ノ
典
ヲ
修
メ
同
志
相

会
シ
先
生
ノ
遺
事
ヲ
談
ジ
以
テ
先
生
ノ
霊
ヲ
地
下
ニ
慰
メ
併
セ
テ
後
進
ヲ
誘
掖

ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
欲
ス
」
と
あ
る
と
お
り
、
小
塚
原
で
の
墓
前
祭
・
遺
墨
遺
物

の
陳
列
・
事
績
の
演
説
談
話
を
毎
年
十
月
七
日
に
行
う
こ
と
が
主
な
活
動
内
容

で
あ
っ
た
。
加
藤
は
二
三
名
の
創
立
委
員
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
そ
の
中
心
的

存
在
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
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景
岳
会
結
成
の
年
の
墓
前
祭
終
了
後
、
上
野
公
園
内
東
華
亭
で
行
わ
れ
た
懇

親
会
で
、
加
藤
は
早
速
、
左
内
の
逸
事
に
つ
い
て
談
話
を
行
っ
た（

（（
（

。
残
念
な

が
ら
こ
の
時
の
談
話
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
六
年
後
の
四
十
一
年
十
月

三
十
一
日
（
陰
暦
十
月
七
日
）、
景
岳
会
が
執
行
し
た
左
内
没
後
五
十
年
祭
で

の
講
演
録
が
伝
わ
っ
て
い
る
（「
橋
本
左
内
先
生
」
と
題
さ
れ
て
『
日
本
及
日

本
人
』
四
九
六
号
、
一
九
〇
八
年
に
所
収
。
の
ち
再
編
集
さ
れ
て
『
景
岳
会
小

史
』
景
岳
会
、
一
九
三
五
年
に
再
録
）。
確
認
で
き
る
限
り
で
最
も
古
い
加
藤

談
話
で
あ
り
、
左
内
の
最
期
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�

今
の
得
能
氏
の
厳
父
が
其
の
時
の
牢
番
の
談
だ
と
し
て
伝
へ
る
処
に
よ
る

と
、
愈
斬
罪
と
云
ふ
其
の
前
日
、
先
生
は
牢
番
に
頼
ん
で
藩
公
か
ら
頂
戴

し
た
着
物
を
取
寄
せ
て
貰
ひ
、
偖
て
当
日
に
な
る
と
、
之
を
着
け
る
、
大

抵
の
者
は
死
ぬ
る
と
な
る
と
取
乱
し
て
、
頭
を
打
つ
た
り
、
腰
を
打
つ
た

り
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
生
は
平
然
と
し
て
死
と
云
ふ
事
を
知
ら
ぬ
者

の
や
う
に
牢
を
出
で
、
従
容
と
し
て
い
ざ
斬
れ
と
云
つ
て
斬
ら
れ
た
と
云

ふ
事
で
あ
る
。

　

こ
の
講
演
で
は
左
内
の
逸
話
が
三
五
も
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
平
生

の
身
な
り
か
ら
交
友
関
係
、
左
内
が
西
郷
や
中
根
の
口
真
似
を
し
て
い
た
こ
と

ま
で
多
岐
に
わ
た
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
左
内
の
最
期
に
つ
い
て
は
、
泰

然
従
容
と
し
て
牢
を
出
て
、
刑
場
で
は
「
い
ざ
斬
れ
」
と
言
っ
て
斬
ら
れ
た
こ

と
だ
け
が
伝
聞
情
報
と
し
て
簡
略
に
述
べ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
は
、

後
に
発
表
さ
れ
た
と
思
し
き
「
獄
中
に
於
け
る
橋
本
左
内
」
中
に
見
え
る
涙
の

逸
話
に
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
不
審
さ
え
覚
え
る（

（（
（

。

（
二
）
加
藤
を
と
り
ま
く
人
物

　

こ
の
加
藤
の
講
演
で
情
報
源
と
し
て
登
場
す
る
「
今
の
得
能
氏
の
厳
父
」
と

は
、印
刷
局
長
得
能
通
昌
の
父
良
介
（
一
八
二
五
〜
一
八
八
三
）
の
こ
と
で
あ
り
、

彼
も
ま
た
通
昌
の
前
々
任
者
と
し
て
印
刷
局
長
を
務
め
て
い
た（

（（
（

。
一
方
の
「
牢

番
」
は
後
述
す
る
と
お
り
、
名
を
浅
井
六
造
と
い
い
、
大
正
十
年
頃
に
は
没
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
加
藤
が
、
浅
井
の
目
撃
談
を
得
能
良
介
か

ら
聞
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
良
介
が
没
す
る
明
治
十
六
年
以
前
の
こ
と

に
な
る
。

　

こ
の
牢
番
の
目
撃
談
を
め
ぐ
っ
て
は
、
幕
府
の
牢
屋
奉
行
を
世
襲
し
た
石
出

帯
刀
の
談
話
に
興
味
深
い
話
が
載
っ
て
い
る
（「
伝
馬
町
の
牢
獄
」『
同
方
会
誌
』

五
六
号
、
一
九
三
一
年
）。

　
　

�

安
政
の
大
獄
の
時
に
は
、
私
は
十
七
で
あ
り
ま
し
た
が
、（
中
略
）
見
習

と
も
役
人
と
も
何
と
も
付
か
ず
に
、
関
係
諸
役
人
の
後
の
方
か
ら
、
安
政

志
士
の
斬
首
の
状
況
も
見
ま
し
た
、
其
の
時
に
立
会
つ
た
諸
役
人
か
ら
雑

役
に
至
る
ま
で
、
一
人
も
今
で
は
生
存
し
て
ゐ
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ぬ
。

唯
一
人
浅
井
六
造
と
い
ふ
獄
の
使
丁
（
今
の
役
所
の
小
使
と
同
様
の
雑
役

で
す
）
が
大
蔵
省
印
刷
局
の
小
使
に
な
つ
て
長
ら
く
同
局
に
勤
務
し
て
居

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
八
十
ば
か
り
で
十
年
程
前
に
死
に
ま
し
た
。

　

こ
の
談
話
で
は
浅
井
が
大
正
頃
ま
で
生
き
て
い
た
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
も
、

取
り
立
て
て
浅
井
か
ら
何
か
を
聞
い
た
と
は
語
っ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
左
内
が
泣
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

最
初
は
吉
田
松
陰
が
従
容
と
し
て
斬
ら
れ
ま
し
た
が
、
次
に
橋
本
本マ

マ

内
で

し
た
。
橋
本
は
儈き

り

手て

が
刀
を
振
り
か
ぶ
つ
て
、
ア
ハ
ヤ
斬
下
さ
う
と
し
た
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時
、
暫
く
〳
〵
〳
〵
と
声
を
か
け
、
地
上
へ
伏
し
て
さ
め
〴
〵
と
泣
か
れ

ま
し
た
。
此
の
泣
い
た
の
は
国
家
の
前
途
を
憂
慮
し
て
の
こ
と
か
ら
だ
と

も
い
ひ
、
ま
た
は
国
元
の
母
親
を
思
う
て
の
こ
と
か
ら
だ
と
い
ひ
、
ど
う

も
橋
本
の
心
中
は
分
り
ま
せ
ぬ
。
ま
さ
か
に
死
を
怖
れ
て
泣
い
た
の
で
は

あ
り
ま
す
ま
い
。
加
藤
斌
氏
は
、
そ
れ
は
恐
ら
く
国
家
の
前
途
を
思
ひ
、

自
分
が
徒い

ぬ

死じ
に

を
す
る
の
を
悲
ん
で
の
こ
と
だ
ら
う
と
言
は
れ
ま
し
た
が
、

或
は
さ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
。
や
が
て
左
内
は
涙
を
お
さ
め
て
、
さ
ア
斬

れ
と
い
つ
た
言
下
に
、
紫
電
一
閃
、
首
は
前
に
落
ち
ま
し
た
。

　

石
出
は
「
安
政
志
士
の
斬
首
の
状
況
も
見
ま
し
た
」
と
発
言
し
、
別
の
と
こ

ろ
で
も
「
私
が
親
し
く
目
撃
し
た
も
の
で
は
、
例
の
安
政
の
大
疑
獄
で
吉
田
松

陰
、
橋
本
左
内
、
頼
三
樹
三
郎
の
三
先
生
が
斬
首
せ
ら
れ
た
時
程
壮
烈
な
感
に

打
た
れ
た
こ
と
は
無
か
つ
た
」
と
書
い
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
談
話

中
に
「
橋
本
左
内
に
就
い
て
は
其
の
愛
弟
子
で
あ
つ
た
、
芝
区
会
議
長
の
故
加

藤
斌
氏
か
ら
其
の
目
撃
談
を
聞
」
い
た
の
だ
と
し
、「
是
等
は
ま
だ
世
間
に
あ

ま
り
発
表
さ
れ
な
い
珍
ら
し
い
も
の
で
、
且
つ
事
実
と
し
て
一
点
間
違
の
無
い

も
の
」
と
も
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

　

石
出
の
談
話
内
容
が
加
藤
の
目
撃
談
に
基
づ
く
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
明
治

四
十
一
年
の
講
演
で
、
加
藤
は
な
ぜ
平
常
心
で
牢
を
出
た
と
す
る
逸
話
だ
け
を

語
り
、
涙
の
逸
話
に
は
触
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
後
、
大
正
三
年

（
加
藤
の
没
年
）
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
「
獄
中
に
於
け
る
橋
本
左
内
」
で
、
講
演

で
は
語
ら
な
か
っ
た
涙
の
逸
話
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
あ

る
い
は
石
出
談
話
に
あ
る
よ
う
に
、
じ
つ
は
加
藤
本
人
が
、
左
内
の
最
期
を
目

撃
し
て
い
た
こ
と
を
後
に
な
っ
て
思
い
出
し
た
と
で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
加
藤
に
よ
る
目
撃
の
可
能
性
を
否
定
す
る
加
藤
自
身
の
談
話
が
確

認
で
き
る
。「
や
ま
と
新
聞
」
の
連
載
記
事
「
橋
本
左
内
」
の
第
五
回
「
部
屋

の
窓
か
ら
訣
別
、
首
を
下
げ
て
藩
公
の
方
を
拝
す
（
加
藤
斌
氏
談
）」
か
ら
当

該
部
分
を
見
て
み
よ
う
（
明
治
四
十
四
年
一
月
二
日
号（

（（
（

）。

　

▲�

何
で
も
十
月
一
日
だ
と
思
つ
た
今
橋
本
が
奉
行
所
か
ら
囚
人
籠
に
乗
せ
ら

れ
て
伝
馬
町
へ
送
ら
れ
る
の
で
門
前
を
通
る
と
云
ふ
騒
ぎ
、
丁
度
奉
行
所

か
ら
牢
へ
往
く
に
は
藩
邸
の
前
を
通
る
こ
と
に
な
る
、
昼
二
時
頃
遥
か
彼

方
か
ら
ヒ
ヨ
ー
イ
〳
〵
と
一
種
異
様
な
掛
声
が
聞
え
る
、
何
で
も
遠
島
か

斬
首
の
如
き
大
罪
人
の
籠
は
斯
う
云
ふ
掛
声
で
籠
を
舁
く
の
が
法
だ
さ
う

だ
。

　

▲�

さ
ア
此
声
を
聴
く
と
私
は
憤
然
と
し
て
立
上
つ
た
、
友
人
の
長
谷
部
協
と

両
人
で
血
相
変
へ
て
部
屋
を
飛
出
し
護
送
の
役
人
を
斬
払
つ
て
先
生
を
取

戻
さ
う
と
し
た
の
を
お
目
付
に
ひ
つ
叱
ら
れ
て
一
歩
も
外
へ
出
て
は
な
ら

ん
と
番
人
を
付
け
ら
れ
た
、
拠
な
く
部
屋
の
窓
か
ら
外
所
な
が
ら
先
生
と

訣
別
し
た
、
籠
は
窓
に
戸
が
な
い
か
ら
顔
が
能
く
見
え
る
、
籠
が
藩
邸
の

門
前
を
通
る
時
に
先
生
は
首
を
下
げ
て
謹
ん
で
藩
公
の
方
を
拝
し
て
往
か

れ
た
。

　

こ
の
談
話
に
も
い
く
つ
か
の
誤
り
が
見
ら
れ
る
の
で
、
修
正
補
足
し
な
が
ら

経
緯
を
確
認
し
た
い
。
ま
ず
江
戸
の
地
理
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
「
藩
邸
」
と

は
前
藩
主
の
慶
永
が
謹
慎
し
て
い
た
霊
巌
島
邸
で
は
な
く
、
現
藩
主
の
茂
昭
が

い
る
常
盤
橋
邸
を
指
す
。
次
に
日
付
が
「
一
日
」
と
あ
る
が
、
左
内
が
小
伝
馬

町
の
牢
屋
敷
に
駕
籠
で
送
ら
れ
た
の
は
、
二
日
に
入
牢
を
申
し
つ
け
ら
れ
た
後

と
、
七
日
に
死
罪
を
申
し
渡
さ
れ
た
直
後
の
二
度
き
り
で
あ
る
。
左
内
の
藩
邸
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橋
本
左
内
は
刑
場
で
泣
い
た
か

門
前
通
過
に
つ
い
て
は
、
じ
つ
は
慶
永
が
「
霊
巌
掌
記
」
十
月
七
日
の
箇
所
に

「
今
朝
五
ツ
時
頃
左
内
評
定
所
へ
罷
出
候
時
、
駕
之
中
ニ
而
御
門
前
通
行
之
節
、

平
伏
い
た
し
、参
候
旨
也
。
可
憐
又
可
嘆
也
」と
書
き
留
め
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
正
し
く
は
七
日
午
前
八
時
頃
の
で
き
ご
と
で
あ
り（

（（
（

、
奉
行
所
か
ら
牢
へ
行

く
途
中
で
は
な
く
、
牢
か
ら
評
定
所
へ
送
ら
れ
る
途
中
の
こ
と
だ
っ
た
と
修
正

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
日
の
加
藤
は
、
左
内
奪
還
の
暴
挙
に
出
な
い
よ
う
、

番
人
を
付
け
ら
れ
て
、
長
谷
部
と
と
も
に
邸
内
に
留
め
置
か
れ
る
よ
う
な
事
態

に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
仕
方
な
く
窓
越
し
に
最
後
の
別
れ
を
し
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
や
は
り
加
藤
は
小
伝
馬
町
に
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
先
に
も
確
認

し
た
と
お
り
、
左
内
の
処
刑
に
立
ち
会
っ
た
福
井
藩
関
係
者
は
い
な
い
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
石
出
談
話
の
情
報
源
が
加
藤
の
目
撃
談
で
あ
る
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、
明
ら
か
な
誤
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
三
）
証
言
相
互
の
関
係
と
情
報
源
の
整
理

　

こ
こ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
文
献
に
さ
ら
に
い
く
つ
か
を
加
え
、
そ
れ
ら
の

内
容
と
相
互
関
係
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
明
治
四
十
一
年
、
加
藤
斌
の
講
演
「
橋
本
左
内
先
生
」
で
は
左
内
が
泣

い
た
と
す
る
逸
話
は
語
ら
れ
ず
、
平
常
心
で
従
容
と
し
て
牢
を
出
て
、「
い
ざ

斬
れ
」
と
言
っ
て
斬
ら
れ
た
逸
話
だ
け
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
情

報
源
は
、
得
能
良
介
が
伝
え
た
牢
番
の
目
撃
談
だ
と
さ
れ
る
。

　

お
そ
ら
く
こ
れ
よ
り
後
、
大
正
三
年
に
没
す
る
ま
で
の
間
に
、
加
藤
斌
は
某

新
聞
紙
上
で
「
獄
中
に
於
け
る
橋
本
左
内
」
を
連
載
し
、
こ
こ
で
初
め
て
左
内

の
涙
に
関
す
る
逸
話
を
広
く
世
間
に
紹
介
し
た
。
遺
憾
な
が
ら
こ
の
記
事
自
体

が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
詳
細
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
後

の
文
献
で
涙
に
触
れ
た
も
の
の
大
半
が
、こ
の
文
献
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
引
用
・

転
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
。

　

こ
の
加
藤
「
獄
中
に
於
け
る
橋
本
左
内
」
の
情
報
源
に
つ
い
て
、
山
田
秋
甫

「
左
内
処
刑
前
後
の
真
相
」（『
橋
本
左
内
言
行
録
』
橋
本
左
内
言
行
録
刊
行
会
、

一
九
三
二
年
）
は
「
嘗
て
溝
口
（
加
藤
の
旧
姓
―
筆
者
注
）
が
、
幕
府
の
囚
獄

奉
行
石
出
帯
刀
（
名
は
直
胤
）
と
、
左
内
斬
首
の
際
、
介
錯
を
勤
め
た
人
を
小

使
に
遣
つ
て
居
つ
た
印
刷
局
長
得
能
氏
か
ら
聴
い
た
、
直
話
」
の
存
在
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
介
錯
を
勤
め
た
人
」
と
は
前
掲
の
牢
番
・
浅
井
と
同
一

人
物
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

一
方
、山
本
匡
輔「
予
の
景
岳
観
」（
前
掲『
橋
本
左
内
言
行
録
』所
収
）は「
声

ヲ
放
チ
テ
号
泣
ス
ト
ハ
、
得
能
某
（
後
ノ
造
幣
局
長
）
ノ
後
日
物
語
ト
伝
フ
」

と
し
て
、
得
能
良
介
で
は
な
く
子
の
昌
通
の
方
の
「
後
日
物
語
」
を
直
接
の
情

報
源
と
し
て
示
し
て
い
る
（
正
し
く
は
造
幣
局
長
で
は
な
く
印
刷
局
長
）。
良

介
の
没
年
か
ら
考
え
る
と
、
あ
る
い
は
加
藤
に
語
っ
た
の
は
昌
通
の
方
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、ど
ち
ら
に
し
て
も
彼
ら
自
身
が
直
接
見
た
わ
け
で
は
な
く
、

彼
ら
が
小
使
と
し
て
遣
っ
て
い
た
牢
番
（
介
錯
を
勤
め
た
人
・
浅
井
）
の
談
話

を
加
藤
に
伝
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　

山
田
秋
甫
が
示
し
た
二
人
の
う
ち
石
出
帯
刀
の
発
言
に
つ
い
て
は
、
大

正
十
四
年
の
著
作
「
明
治
維
新
史
を
飾
る
三
志
士
の
最
期
」
と
昭
和
六
年

（
一
九
三
一
）
の
談
話
「
伝
馬
町
の
牢
獄
」
の
二
つ
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
石
出
自

身
、
左
内
の
処
刑
を
実
見
し
た
と
し
な
が
ら
も
、
前
者
で
取
り
上
げ
た
涙
の
逸

話
は
加
藤
の
「
獄
中
に
於
け
る
橋
本
左
内
」
の
記
載
を
忠
実
に
な
ぞ
っ
た
だ
け
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六
十
二
巻
二
号

の
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
後
者
で
は
「
加
藤
の
目
撃
談
」
に
基
づ
く
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
処
刑
当
日
、
加
藤
は
藩
邸
に
留

め
置
か
れ
て
い
た
た
め
、「
加
藤
の
目
撃
談
」
に
基
づ
い
た
と
す
る
点
は
誤
り

と
言
え
る
が
、
石
出
が
取
り
上
げ
た
内
容
が
加
藤
の
発
表
し
た
文
章
あ
る
い
は

直
話
に
基
づ
く
こ
と
は
認
め
て
よ
い
。
な
お
、
石
出
は
維
新
後
も
牢
番
浅
井
六

造
と
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
両
文
献
中
、
浅
井
を
情
報
源
と
す
る
逸
話
は

一
点
も
確
認
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
る
と
、
涙
の
逸
話
の
情
報
源
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た

加
藤
斌
・
得
能
良
介
・
得
能
昌
通
・
石
出
帯
刀
・
浅
井
六
造
の
五
人
の
う
ち
、

実
際
に
小
伝
馬
町
の
牢
屋
敷
で
左
内
の
処
刑
の
様
子
を
実
見
し
た
可
能
性
が
あ

る
の
は
石
出
と
浅
井
（
牢
番
・
小
使
）
の
二
人
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
二
人
の

う
ち
左
内
の
間
近
に
あ
っ
て
、
そ
の
様
子
を
詳
し
く
観
察
で
き
た
の
は
浅
井
た

だ
一
人
だ
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

浅
井
に
つ
い
て
は
、
昭
和
七
年
、
当
時
の
景
岳
会
会
長
加
藤
寛
治
に
よ
る
講

演
録
「
景
岳
先
生
を
憶
ふ
」（『
國
本
』
一
二
巻
一
二
号
、
一
九
三
二
年
）
に

「
先
生
の
介
錯
を
し
た
者
が
、
後
に
印
刷
局
長
得
能
君
の
小
使
と
な
つ
て
生
残

つ
て
居
て
、
其
人
が
当
時
の
物
語
り
を
し
た
も
の
が
残
つ
て
居
り
ま
す
」
と
見

え
、
浅
井
自
身
の
談
話
録
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
な
発
言
も
伝
わ
る
。
管
見
で

は
浅
井
が
「
物
語
り
を
し
た
も
の
」
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
が
、
あ
る
い
は
浅

井
が
語
っ
た
内
容
を
加
藤
が
そ
の
ま
ま
連
載
記
事
に
引
用
し
た
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、こ
こ
に
掲
げ
た
諸
文
献
か
ら
明
ら
か
に
で
き
る
の
は
、

左
内
が
刑
場
で
泣
い
た
と
す
る
逸
話
が
「
浅
井
六
造
→
（
得
能
良
介
ま
た
は
得

能
昌
通
）
→
加
藤
斌
」
の
ラ
イ
ン
か
ら
世
間
に
発
信
さ
れ
、
そ
れ
が
伝
記
や
小

説
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
過
程
で
あ
る
。

　
　
　

五　

同
時
代
の
風
聞

　

左
内
の
最
期
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
主
に
福
井
藩
に
縁
の
あ
る
者
に
よ
る
証

言
を
扱
っ
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
福
井
藩
と
の
関
係
が
薄
い
人
物
が
、
客
観
的

に
記
録
し
た
同
時
代
の
風
聞
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
は
佐
倉
藩
士
依
田
七
郎
（
朝
宗
・
百
川
）
の
日
記
「
学
海
日
録
」
で
あ
る
。

当
時
、
江
戸
で
中
小
姓
を
し
て
い
た
依
田
は
、
後
に
同
藩
最
後
の
江
戸
留
守
居

役
を
務
め
、
維
新
後
は
太
政
官
修
史
局
や
文
部
省
編
輯
局
に
も
勤
め
た
。
ま
た

漢
学
者
と
し
て
は
森
鷗
外
の
漢
文
の
師
で
あ
り
、
劇
作
家
や
演
劇
評
論
家
と
し

て
も
活
躍
し
、
号
の
学
海
の
方
が
知
名
度
は
高
い（

（（
（

。
左
内
処
刑
後
お
よ
そ
ひ
と

月
を
経
た
十
一
月
八
日
の
依
田
の
日
記
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

�

過
つ
る
日
、
川
本
三
省
と
ゝ
も
に
吉
本
平
三
郎
と
い
ふ
八
丁
堀
同
心
の
家

ゆ
け
る
時
、
さ
ま
〴
〵
の
物
語
の
次
に
、
平
三
郎
云
、
過
し
日
、
死
罪
を

命
ぜ
ら
れ
し
吉
田
虎マ

マ

次
郎
の
動
止
に
は
、
人
々
感
涙
し
た
り
。
奉
行
死
罪

の
よ
し
を
読
き
か
せ
し
後
、
畏
り
候
よ
し
恭
敷
御
答
申
し
て
、
常
に
庁
に

出
る
時
に
介
添
せ
る
吏
人
に
、
久
し
く
労
を
か
け
し
よ
し
を
言
葉
や
さ
し

く
の
べ
、
さ
て
死
刑
に
臨
み
て
鼻
を
か
み
候
は
ん
と
て
、
心
し
づ
か
に
用

意
し
て
う
た
れ
け
る
と
ぞ
。
凡
そ
死
刑
に
処
せ
ら
る
ゝ
も
の
是
迄
多
し
と

雖
ど
も
、
か
く
ま
で
従
容
た
る
は
見
ず
。
多
く
は
命
を
読
き
か
せ
ら
る
ゝ

時
、
上
気
し
て
面
色
赤
く
、
刑
場
に
お
も
む
く
時
は
腰
立
ず
、
左
右
よ
り

手
を
と
り
行
く
に
、
踵
地
に
着
く
こ
と
な
し
と
い
へ
り
。
又
、
頼
三
樹
八



35

長
野　

橋
本
左
内
は
刑
場
で
泣
い
た
か

郎
と
橋
本
左
内
と
は
、
初
よ
り
相
知
ら
ず
。
囚
わ
れ
し
時
も
居
所
同
じ
か

ら
ね
ば
、
名
の
み
き
ゝ
て
面
を
見
ず
。
死
刑
を
命
さマ

マ

ら
れ
し
日
に
初
て
対

面
し
て
、
相
方
寒
暖
の
辞
義
あ
り
て
、
こ
た
び
重
き
刑
に
処
せ
ら
る
、
さ

れ
ど
も
兼
て
か
く
期マ

マ

の
事
候
へ
ば
少
も
懼
べ
き
に
候
は
ず
と
式
代
せ
し
と

な
ん
。
見
る
者
涙
を
流
せ
し
と
云
へ
り（

（（
（

。

　

八
丁
堀
同
心
が
依
田
に
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
吉
田
松
陰
の
最
期
は
「
従

容
」
と
し
て
い
て
見
事
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
加
藤
斌
が
明
治

四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
の
講
演
で
語
っ
た
左
内
の
様
子
、「
平
然
と
し
て
死
と

云
ふ
事
を
知
ら
ぬ
者
の
や
う
に
牢
を
出
で
」
た
と
す
る
点
に
通
底
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
頼
三
樹
八
郎
（
三
樹
三
郎
）
と
左
内
と
は
、
処
刑
当
日
、
刑
場
で
初

対
面
を
果
た
し
た
が（

（（
（

、
双
方
か
ら
時
候
の
挨
拶
が
な
さ
れ
、「
こ
の
た
び
重
い

刑
に
処
せ
ら
れ
る
が
、
か
ね
て
よ
り
覚
悟
し
て
い
た
こ
と
な
の
で
、
少
し
も
懼お

そ

れ
て
は
い
な
い
」
と
言
っ
て
会
釈
が
交
わ
さ
れ
た
と
い
う
。
三
者
と
も
平
常
心

で
死
に
臨
ん
だ
様
子
が
賛
美
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
水
戸
藩
で
徳
川
斉
昭
の
ブ
レ
ー
ン
を
務
め
た
豊
田
天

功
（
亮
）
に
よ
る
「
国
事
記
」
で
あ
る
。
複
数
の
水
戸
藩
士
か
ら
得
た
各
種
の

政
治
情
報
を
集
積
し
た
中
に
、
左
内
の
最
期
に
関
す
る
風
評
が
録
さ
れ
て
い

る（
（（
（

。
日
付
は
明
確
に
で
き
な
い
が
、
処
刑
の
あ
っ
た
十
月
七
日
か
ら
あ
ま
り
日

が
経
っ
て
い
な
い
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

�

先
達
而
、
頼
三
樹
三
郎
等
御
刑
当
有
之
候
節
、
死
罪
之
者
三
人
有
之
、
其

内
壱
人
者
越
前
家
橋
本
左
内
と
申
者
ニ
御
座
候
処
、
此
三
人
之
者
死
罪
被

仰
付
候
旨
蒙
仰
、
両
人
者
立
派
に
死
地
ニ
就
候
へ
共
、
左
内
儀
者
甚
未
練

之
由
ニ
御
座
候
、
其
言
ニ
曰
、

　
　
　

�

私
儀
、
死
罪
被
仰
付
候
義
者
有
之
間
敷
、
是
迄
論
弁
仕
候
儀
者
、
総
而

私
共
之
趣
意
ニ
而
ハ
無
之
、
不
残
主
人
ゟ
被
申
付
候
事
故
、
無
拠
議
論

も
相
立
、
諸
事
取
計
ひ
候
也
、
私
ニ
於
て
ハ
嘗
て
ケ
様
之
所
存
ニ
而
者

無
之
と
演
説
い
た
し
候
由
ニ
御
座
候

　
　
　
　

�

此
左
内
評
定
所
ゟ
伝
馬
町
へ
下
ケ
ら
れ
候
途
中
、
駕
篭
之
内
ニ
而
何

歟
詩
を
吟
し
候
ニ
付
、
定
而
自
作
之
詩
吟
し
候
哉
と
附
キ
添
之
役
人

耳
を
か
た
む
け
聞
候
へ
者
、
唐
詩
選
之
詩
也
と
な
り
、
甚
血
迷
候
而

取
乱
し
た
る
事
也
と
彼
役
人
話
候
よ
し
ニ
御
座
候
（
以
下
略（

（（
（

）

　

依
田
が
得
た
情
報
と
は
異
な
り
、水
戸
藩
が
収
集
し
た
風
評
は
「
未
練
」「
血

迷
」「
取
乱
し
」
と
い
っ
た
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
左
内
の
最
期
を
悪

く
言
う
内
容
だ
っ
た
。
処
刑
前
日
の
左
内
自
身
が
口
書
の
際
の
対
応
を
後
悔
し

て
い
た
と
お
り
、尋
問
で
の
左
内
の
対
応
に
つ
い
て
は
、生
前
か
ら
悪
評
が
立
っ

て
い
た
。
こ
の
点
、慶
永
も
同
様
の
こ
と
を「
霊
巌
掌
記
」に
書
き
留
め
て
い
る
。

　
　

�

左
内
は
於
評
定
所
甚
悪
ま
れ
候
趣
、
伊
予
守
登
城
中
風
説
申
承
候
処
、
越

前
家
家
来
左
内
と
申
者
は
極
強
情
ニ
て
、
自
己
之
致
業
を
専
ら
主
命
と
相

唱
し
罪
を
主
人
に
帰
し
可
申
手
段
な
る
へ
し
と
の
事
う
ハ
さ
之
由
、
別
て

残
念
之
事
也
。

　

伊
達
宗
城
が
慶
永
に
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、左
内
は
罪
を
逃
れ
る
た
め
、

自
己
の
所
業
を
専
ら「
主
命
」に
よ
る
も
の
と
言
い
募
っ
て
い
る
と
の
噂
が
立
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
生
前
の
噂
が
没
後
に
も
流
布
し
続
け

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
豊
田
が
知
り
得
た
風
評
で
は
、
刑
の
宣
告
後
、
牢
屋
敷
に

送
ら
れ
る
駕
籠
の
中
に
お
い
て
、
左
内
が
辞
世
で
は
な
く
「
唐
詩
選
」
の
詩
を
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口
ず
さ
ん
で
い
た
こ
と
が
甚
だ
血
迷
っ
た
行
為
で
あ
り
、
取
り
乱
し
て
い
る
様

子
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
「
国
事
記
」
十
月
二
十
日
条
で

は
様
子
が
違
っ
て
く
る
。

　

一�

先
達
而
、
死
罪
被
仰
付
候
越
前
家
橋
本
左
内
最
期
、
未
練
之
由
風
説
い
た

し
候
所
、
此
節
ニ
至
候
而
者
、
わ
る
く
申
候
者
よ
り
、
よ
く
申
候
者
多
キ

由
ニ
御
座
候
、
其
説
ニ
曰
、

　
　

�

左
内
儀
、
死
罪
被
仰
付
候
旨
被
申
渡
以
来
、
一
言
も
不
申
、
一
端
深
川
越

州
中
屋
敷
へ
立
戻
り
、
直
様
伝
馬
町
へ
参
り
候
由
之
所
、
右
中
屋
敷
へ
引

取
之
砌
、
何
歟
申
置
事
も
可
有
之
間
無
遠
慮
可
申
由
申
候
へ
者
、
死
罪
被

仰
付
候
上
者
何
ニ
而
も
申
事
さ
ら
に
無
之
、
只
御
隠
居
之
御
先
途
見
届
不

申
相
果
候
か
残
念
至
極
ニ
候
と
の
ミ
、
外
ニ
何
事
も
不
申
候
由
ニ
御
座
候

　

処
刑
後
間
も
な
い
頃
と
は
転
じ
て
、
左
内
を
悪
く
言
う
者
よ
り
、
良
く
言
う

者
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
良
い
方
の
風
説
で
は
、
言
い
残
す

こ
と
は
な
い
か
と
尋
ね
ら
れ
た
左
内
が
「
死
罪
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
以
上
は
特

に
言
う
こ
と
は
な
い
が
、
た
だ
御
隠
居
（
慶
永
―
筆
者
注
）
の
前
途
を
見
届
け

ず
に
死
ぬ
こ
と
だ
け
が
残
念
至
極
だ
」
と
言
っ
て
他
に
一
言
も
言
わ
ず
に
刑
を

受
け
容
れ
た
の
だ
と
い
う
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
少
し
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
異
な
る
が
、「
内
旨
（
密
勅
）」
に

関
す
る
尋
問
に
対
し
、
左
内
が
「
内
旨
と
云
ふ
事
既
に
秘
密
に
渉
る
固
よ
り
明

言
す
べ
き
に
あ
ら
ず
若
し
明
言
す
べ
き
者
な
ら
ば
何
の
秘
密
か
之
れ
あ
ら
ん
斬

れ
ば
能
く
我
を
殺
せ
と
亦
一
言
を
発
せ
ず
終
に
斬
に
処
せ
ら
る
」（『
東
洋
立
志

編
』
明
玉
堂
、
一
八
九
〇
年
）
と
、
一
言
も
発
せ
ず
に
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
す

る
逸
話
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

　

ど
ち
ら
の
伝
聞
・
風
評
も
、
左
内
が
従
容
と
し
た
最
期
を
遂
げ
た
こ
と
を
伝

え
る
点
に
お
い
て
差
は
な
い
。
実
際
に
刑
場
で
の
様
子
を
知
り
得
な
か
っ
た
は

ず
の
中
根
が
「
従
容
端
坐
、
刃
ヲ
受
テ
殉
ス
」
と
「
小
誌
」
に
記
し
た
の
も
、

こ
う
し
た
伝
聞
や
風
評
に
拠
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、

同
時
代
の
風
聞
に
は
、
や
は
り
「
双
涙
滂
沱
、
面
を
掩
ふ
て
泣
」
い
た
と
す
る

逸
話
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　

む
す
び
に
か
え
て

　

橋
本
左
内
は
刑
場
で
泣
い
た
か
―
タ
イ
ト
ル
で
こ
の
よ
う
な
問
い
か
け
を
し

て
お
き
な
が
ら
、
刑
場
で
の
様
子
を
記
録
し
た
一
次
史
料
が
確
認
で
き
な
い
以

上
、
そ
の
真
相
は
藪
の
中
と
せ
ざ
る
を
得
な
い（

（（
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
逸
話
の
出
所
が
牢
番
の
浅
井
六
造
な
る
人
物
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
広
め
た
の
が
左
内
の
弟
子
加
藤
斌
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
と
は
加
藤
に
よ
る
連
載
記
事
「
獄
中
に
於
け
る
橋

本
左
内
」
の
発
見
を
待
つ
だ
け
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
な
お
疑
問
と
し
て
残
る
の
は
、加
藤
が
明
治
四
十
一
年（
一
九
〇
八
）

の
講
演
で
語
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
、
な
ぜ
新
聞
連
載
で
は
詳
し
く
語
っ
た
か
と

い
う
点
で
あ
る
。
講
演
後
に
初
め
て
浅
井
の
「
物
語
り
」
に
接
し
た
の
か
、
ま

た
は
講
演
時
す
で
に
知
り
得
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
話
さ
な
か
っ
た
の
か
、

は
た
ま
た
講
演
で
は
話
さ
れ
た
が
講
演
録
か
ら
漏
れ
た
だ
け
な
の
か
。

　

そ
も
そ
も
明
治
大
正
期
、
左
内
は
従
容
端
座
し
て
刑
を
受
け
、
武
士
と
し
て

立
派
な
最
期
を
遂
げ
た
と
す
る
説
が
定
説
と
な
っ
て
い
た
。そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、
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橋
本
左
内
は
刑
場
で
泣
い
た
か

一
般
的
に
は
「
未
練
者
」
と
み
ら
れ
る
よ
う
な
涙
の
逸
話
を
加
藤
は
世
に
広
め

た
の
だ
ろ
う
か
。仮
に
浅
井
か
ら
こ
の
逸
話
を
聞
い
た
事
実
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

そ
れ
が
左
内
の
最
期
と
し
て
相
応
し
く
な
い
と
考
え
れ
ば
、
自
身
の
胸
の
内
に

留
め
て
お
く
こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
長
き
に
わ
た
っ
て
師
・
左
内
の
顕

彰
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
加
藤
が
、
あ
え
て
こ
の
逸
話
を
広
め
た
理
由
は
ど
こ

に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

加
藤
は
左
内
が
刑
場
で
泣
い
た
理
由
は
「
先
生
が
刑
に
就
く
前
日
、
獄
中
で

作
つ
た
絶
命
の
詩
を
見
れ
ば
解
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
獄
中
作
」

で
あ
る
。

　
　

苦
寃
難
洗
恨
難
禁　
　
　

苦
冤
洗
ひ
難
く　

恨
み
禁
じ
難
し

　
　

俯
則
悲
痛
仰
則
吟　
　
　

俯
し
て
は
則
ち
悲
痛　

仰
ぎ
て
は
則
ち
吟
ず

　
　

昨
夜
城
中
霜
始
隕　
　
　

昨
夜　

城
中　

霜
始
め
て
隕
つ

　
　

誰
知
松
柏
後
凋
心　
　
　

誰
か
知
ら
ん　

松
柏　

後
凋
の
心（

（（
（

　

現
代
と
り
わ
け
故
郷
の
福
井
に
あ
っ
て
、
橋
本
左
内
を
め
ぐ
る
言
説
に
「
啓

発
録
」が
付
き
物
だ
が
、明
治
期
に
は「
獄
中
作
」こ
そ
が
左
内
の
代
表
作
で
あ
っ

た（
（（
（

。
加
藤
は
「
何
た
る
悲
愴
の
調
で
あ
ら
う
」
と
こ
の
一
首
を
評
し
、
続
け
て

「
全
く
先
生
は
苦
寃
洗
ひ
難
く
恨
禁
じ
難
き
為
め
に
泣
い
た
の
で
あ
る
」
と
自

説
を
披
瀝
す
る
。
十
月
二
日
の
下
獄
後
、
七
日
に
処
刑
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
作

ら
れ
た
と
い
う
「
獄
中
作
」
に
は
「
苦
冤
（
つ
ら
い
冤
罪
）」「
恨
」「
悲
痛
」「
吟

（
う
め
く
）」
と
い
っ
た
字
句
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
心
境
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
果
た
し
て
刑
場
で
従
容
端
坐
し
て
刑
を
受
け
容
れ
ら
れ
た
の

か
―
師
の
国
事
奔
走
と
一
橋
派
の
敗
北
を
間
近
で
見
て
き
た
加
藤
だ
け
に
、
そ

の
よ
う
に
考
え
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
誰
よ
り
そ
の
無
念
を
強
く
感
じ

取
っ
て
い
た
は
ず
の
加
藤
が
、
左
内
の
「
残
念
」
を
際
立
た
せ
、
そ
の
人
生
を

悲
劇
的
な
も
の
と
し
て
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
刑
場
で
の
涙
は
相
応
し
い
も

の
と
判
断
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（（
（

。

　

結
果
か
ら
言
え
ば
、
涙
の
逸
話
が
左
内
伝
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
彼
の
生
涯
は
よ
り
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
に
な
っ
た
。
悲
劇
性
あ
る
い

は
人
間
性
、
そ
の
ど
ち
ら
で
解
釈
す
る
に
せ
よ
、
涙
の
逸
話
は
左
内
の
偉
人
像

形
成
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
は
働
か
な
か
っ
た
。
加
藤
斌
の
思
惑
は
成
功
し
た

と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

現
在
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
「
偉
人
像
」
が
、
じ
つ
は
後
世
に
創

り
上
げ
ら
れ
た
歴
史
的
な
産
物
で
あ
る
こ
と
に
我
々
は
あ
ま
り
に
無
頓
着
で
は

な
い
か
。
逸
話
は
そ
の
人
物
に
関
心
を
持
つ
入
口
と
し
て
非
常
に
有
益
で
あ
る

し
、
そ
れ
が
な
い
伝
記
・
評
伝
に
味
気
無
さ
す
ら
感
じ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

し
か
し
、
顕
彰
活
動
の
過
程
に
お
い
て
、
信
憑
性
が
低
い
は
ず
の
後
世
の
証
言

や
作
家
に
よ
る
創
作
が
、
い
つ
し
か
そ
の
人
物
像
を
語
る
う
え
で
の
定
説
的
位

置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　

橋
本
左
内
に
関
し
て
は
言
え
ば
、
明
治
十
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
顕
彰
活
動
の

歴
史
の
な
か
で
、
明
治
三
十
五
年
に
結
成
さ
れ
た
二
つ
の
顕
彰
団
体
（
東
京
―

景
岳
会
、
福
井
―
藜
園
会
）
と
昭
和
三
十
四
年
に
発
足
し
た
橋
本
左
内
先
生
奉

賛
会
（
後
に
顕
彰
会
と
改
称
。
事
務
局
福
井
市
役
所
内
）
の
存
在
は
大
き
い
。

ま
た
、
教
育
界
が
修
身
・
道
徳
教
育
の
素
材
と
し
て
左
内
の
生
涯
を
取
り
上
げ

て
き
た
こ
と
も
「
偉
人
像
」
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
生
誕
祭
や
墓

前
祭
、
展
覧
会
や
講
演
の
な
か
で
、
左
内
の
逸
話
は
再
生
産
さ
れ
、
定
着
し
て

い
っ
た
。



38

若
越
郷
土
研
究　

六
十
二
巻
二
号

　

本
稿
で
は
こ
う
し
た
橋
本
左
内
の
「
偉
人
像
」
形
成
の
一
齣
と
し
て
、
刑
場

で
の
涙
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
が
、
用
意
し
て
い
る
別
稿
で
は
肖
像
画
確
立
の

過
程
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

註（
１
）
橋
本
左
内
関
係
文
献
の
調
査
に
あ
た
り
、
前
川
正
名
「
橋
本
左
内
研
究
の
現
状
と
今

後
の
課
題
」（『「
福
井
県
関
係
漢
詩
集
、
橋
本
左
内
、
橘
曙
覧
」
文
献
資
料
の
研
究
』
福

井
大
学
、
二
〇
〇
三
年
）
を
基
礎
デ
ー
タ
と
し
、
列
伝
類
や
逸
話
集
な
ど
を
含
め
て
能

う
限
り
の
文
献
に
目
を
通
し
た
。
こ
の
う
ち
明
治
大
正
期
の
単
行
書
で
、
書
名
に
左
内

の
名
を
含
む
伝
記
・
史
料
集
に
、
白
戸
与
五
郎
『
幕
末
英
傑 

橋
本
左
内
』（
高
岡
寅
次

郎
・
山
本
鐐
蔵
、
一
九
〇
〇
年
）、
桐
生
悠
々
『
橋
本
左
内
（
少
年
読
本
）』（
博
文
館
、

一
九
〇
一
年
）、
景
岳
会
編
『
橋
本
左
内
全
集
』（
景
岳
会
、
一
九
〇
八
年
）、
西
村
文
則

『
橋
本
左
内
』（
昭
文
堂
、
一
九
〇
九
年
）、
増
田
裕
編
『
景
岳
先
生
立
志
五
訓
』（
私
家

版
、
一
九
一
五
年
）、
高
橋
淡
水
『
松
陰
と
左
内
』（
下
村
書
房
、
一
九
二
一
年
）
が
確

認
で
き
た
が
、こ
れ
ら
に
は
左
内
が
泣
い
た
と
す
る
記
載
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
以
前
の
加
藤
斌
の
新
聞
連
載
記
事
や
大

正
十
四
年
発
表
の
石
出
帯
刀
の
著
述
に
は
刑
場
で
泣
い
た
こ
と
へ
の
言
及
が
あ
る
。

（
２
）
川
口
雅
昭
「
吉
田
松
陰
の
死
に
関
す
る
定
説
に
つ
い
て
」（『
人
間
と
環
境
』
三
号
、

一
九
九
九
年
）、同「
吉
田
松
陰
の
理
想
的
生
死
観
と
そ
の
死
に
つ
い
て
」（『
人
間
と
環
境
』

四
号
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
３
）
左
内
の
死
を
扱
っ
た
展
示
会
の
図
録
に
荒
川
区
立
荒
川
ふ
る
さ
と
文
化
館
編
『
橋
本

左
内
と
小
塚
原
の
仕
置
場
』（
荒
川
区
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
）
が
あ
る
。
同
書
所

載
の
コ
ラ
ム
「
小
説
の
中
の
左
内
の
〝
死
に
様
〟」（
斉
藤
照
徳
）
を
は
じ
め
、
多
面
的

に
左
内
の
死
を
扱
っ
た
同
書
か
ら
は
示
唆
を
得
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

（
４
）「
侍
読
・
御
内
用
掛
」
の
こ
と
は
藩
の
人
事
記
録
に
は
載
っ
て
い
な
い
。

（
５
）
山
口
宗
之
『
橋
本
左
内
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
）
二
二
〇
頁
。

（
６
）
左
内
の
同
居
学
生
の
一
人
堤
五
市
郎
の
書
翰
に
は
「
大
概
当
年
中
ニ
ハ
御
免
被
成
候

様
な
る
風
聞
有
之
候
」
と
の
一
文
が
見
え
て
い
る
（
全
集
六
五
六
号
）。

（
７
）「
越
前
世
譜
」
で
は
二
月
十
三
日
以
降
の
出
頭
先
は
す
べ
て
評
定
所
と
な
っ
て
お
り
、

正
月
八
日
に
つ
い
て
は
記
事
が
確
認
で
き
な
い
。

（
８
）
山
田
秋
甫
「
左
内
処
刑
前
後
の
真
相
」（『
橋
本
左
内
言
行
録
』
橋
本
左
内
言
行
録
刊

行
会
、
一
九
三
二
年
）
で
は
、
こ
の
密
書
は
桑
山
十
兵
衛
に
宛
て
た
も
の
で
「
桑
山
が

厳
封
の
ま
ゝ
筐
底
に
秘
蔵
し
、
左
内
歿
後
数
十
年
で
、
始
め
て
再
び
開
封
し
た
も
の
だ

が
、
本
書
は
旧
福
井
藩
主
直
系
者
侯
爵
松
平
康
荘
氏
の
懇
望
に
ま
か
せ
、
進
呈
し
て
し

ま
つ
た
の
で
、
今
は
同
侯
爵
家
の
珍
蔵
品
と
な
つ
て
居
る
」
と
あ
る
（
一
二
三
・
一
二
七

〜
一
二
八
頁
）。
ま
た「
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）に
は「
中

根
氏
雑
書
」
か
ら
の
写
し
と
し
て
、
こ
の
密
書
に
「
橋
本
左
内
獄
中
ヨ
リ
中
根
雪
江
ニ

書
ヲ
送
リ
幕
吏
糾
問
ノ
答
弁
ニ
関
シ
書
翰
」
と
の
題
を
つ
け
て
い
る
。

（
９
）「
霊
巌
掌
記
」
は
「
九
ツ
半
時
頃
」
と
す
る
が
、「
御
用
日
記
」
に
は
「
八
時
前
（
午

後
二
時
頃
―
筆
者
注
）
靭
負
罷
出
、
左
内
被
仰
渡
之
申
上
在
之
」
と
あ
る
。

（
10
）『
橋
本
左
内
事
迹
』（
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
、
一
九
八
七
年
）
所
収
の
「
解
説
」

（
伴
五
十
嗣
郎
）。

（
11
）
安
政
の
大
獄
で
江
戸
送
り
と
な
っ
た
青
蓮
院
宮
家
臣
の
伊
丹
蔵
人
（
賢
）
が
、
評
定

所
の
白
洲
で
左
内
と
す
れ
違
っ
た
際
、
左
内
が
「
人
間
一
生
ヲ
半
分
デ
仕
舞
ニ
致
シ
タ
」

と
言
っ
た
と
い
う
話
が
伝
わ
る
（
明
治
四
十
一
年
、
山
本
復
一
の
談
話
「
安
政
戊
午
京

囚
江
戸
へ
檻
送
之
事 

附
橋
本
左
内
之
事
ニ
付
松
平
春
岳
公
、
海
江
田
子
爵
、
伊
丹
男
爵

等
ノ
話
」『
史
談
会
速
記
録
』
一
三
三
輯
、
一
九
一
二
年
）。

（
12
）『
橋
本
左
内
先
生
生
誕
百
年
紀
念
展
覧
会
記
要
』（
景
岳
会
、
一
九
三
九
年
）
の
「
口

絵
」。
な
お
、
加
藤
寛
治
景
岳
会
会
長
の
日
記
、
十
月
二
十
二
日
条
に
は
「
展
覧
会
入
場

者
七
十
五
万
人
」
と
の
記
載
も
見
え
る
（
伊
藤
隆
他
編
『
海
軍
―
加
藤
寛
治
日
記
（
続
・

現
代
史
資
料
５
）』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
四
年
）。
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橋
本
左
内
は
刑
場
で
泣
い
た
か

（
13
）『
傳
記
』
二
巻
一
一
号
（
一
九
三
五
年
）
の
「
編
輯
後
記
」。

（
14
）『
法
律
及
政
治
』
一
巻
六
号
。
後
に
尾
佐
竹
猛
『
維
新
前
後
に
於
け
る
立
憲
思
想
』（
文

化
生
活
研
究
会
、
一
九
二
五
年
）。
な
お
、
尾
佐
竹
も
ま
た
福
井
ゆ
か
り
の
人
物
で
あ
る
。

明
治
三
十
五
〜
三
十
八
年
に
福
井
地
方
裁
判
所
に
判
事
と
し
て
赴
任
、
四
十
四
年
に
は

福
井
市
の
料
亭
「
五
嶽
楼
」
の
長
女
山
田
ま
さ
と
結
婚
。
そ
の
縁
も
あ
っ
て
昭
和
十
九

年
に
は
福
井
市
に
疎
開
し
、
翌
年
七
月
の
福
井
空
襲
に
罹
災
し
て
多
く
の
資
料
を
失
っ

た
（
山
岸
智
子
「
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ス
の
人
―
家
族
の
な
か
の
尾
佐
竹
猛
」
明
治
大
学

史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
尾
佐
竹
猛
研
究
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
15
）
木
村
久
邇
典
『
山
本
周
五
郎
は
ど
う
読
ま
れ
て
き
た
か
』（
新
潮
社
、
一
九
八
六
年
）。

（
16
）『
山
本
周
五
郎 

愛
妻
日
記
』（
角
川
春
樹
事
務
所
、
二
〇
一
三
年
）
の
昭
和
五
年
の
記

事
は
わ
ず
か
七
日
分
し
か
な
い
た
め
、「
偉
人
傳
記 

橋
本
左
内
」
の
記
事
は
見
出
せ
な
い
。

「
城
中
の
霜
」
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
年
二
月
二
日
の
記
事
に
「「
城
中
の
霜
」
了
」
と

見
え
る
。

（
17
）
堺
町
御
門
の
変
で
の
働
き
に
よ
り
、
部
屋
住
み
時
代
の
三
人
扶
持
を
家
督
後
も
そ
の

ま
ま
と
さ
れ
た
た
め
、
給
禄
は
一
五
〇
石
三
人
扶
持
。

（
18
）
西
川
孝
治
郎
「
我
国
第
二
の
簿
記
書
商
家
必
要
」（『
企
業
会
計
』
五
巻
一
二
号
、

一
九
五
三
年
）。
な
お
、「
溝
口
子
秉
名
字
説
」
に
は
、
加
藤
の
諱
「
斌
」
と
字
「
子
秉
」

の
由
来
が
記
さ
れ
、
末
尾
に
は
「
安
政
丁
巳
仲
夏
念
八
（
安
政
四
年
五
月
二
十
八
日
―

筆
者
注
）
橋
本
紀
撰
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
全
集
一
三
二
九
～
一
三
三
〇
頁
）。

（
19
）「
評
議
員
今
立
裕
氏
の
談
話
（
上
）」・「
幹
事
文
学
士
滋
賀
貞
氏
の
談
話
」（
山
田
康

彦
編
『
景
岳
会
小
史
』
景
岳
会
、
一
九
三
五
年
）。
な
お
、
こ
こ
ま
で
の
左
内
顕
彰
事
業

に
つ
い
て
も
『
景
岳
会
小
史
』
を
参
照
し
た
。

（
20
）
た
だ
し
、
こ
の
講
演
内
容
あ
る
い
は
講
演
録
に
は
、
人
名
の
誤
記
や
年
代
の
誤
認

が
多
い
。
な
か
で
も
左
内
の
行
動
に
関
し
て
見
過
ご
せ
な
い
誤
り
が
い
く
つ
も
見
ら
れ

る
こ
と
は
信
憑
性
を
低
く
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
先
生
は
遂
に
安
政
五
年
十
月
の
三
日
、

常
盤
橋
内
の
邸
内
で
与
力
の
手
に
捕
へ
ら
れ
た
…
従
容
と
し
て
入
牢
し
た
」
と
あ
る
が
、

与
力
が
常
盤
橋
邸
に
来
た
の
は
五
年
十
月
二
十
二
日
、
入
牢
は
翌
六
年
十
月
二
日
の
こ

と
で
あ
る
。

（
21
）
渡
辺
盛
衛
編
『
得
能
良
介
君
伝
』（
池
田
敬
八
、一
九
二
一
年
）。

（
22
）
石
出
帯
刀
「
明
治
維
新
史
を
飾
る
三
志
士
の
最
期
」（『
戦
友
』
一
八
五
号
、

一
九
二
五
年
）。
な
お
同
年
、
同
誌
一
八
六
号
に
続
稿
が
掲
載
。

（
23
）
石
出
の
談
話
に
も
信
の
置
け
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
例
え
ば
引
用
箇
所
に
「
最
初
は

吉
田
松
陰
が
従
容
と
し
て
斬
ら
れ
ま
し
た
」
と
あ
る
が
、
左
内
は
十
月
七
日
、
松
陰
は

同
二
十
七
日
に
処
刑
さ
れ
て
お
り
、
前
後
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

（
24
）
こ
の
連
載
は
、堤
正
誼
が
第
一
〜
三
回
、加
藤
斌
が
第
四
・
五
回
を
担
当
し
た
も
の
で
、

全
文
が
『
橋
本
左
内
言
行
録
』
に
も
収
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
同
書
で
は
「
や
ま
と
新

聞
明
治
四
十
年
十
二
月
中
五
回
連
載
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
し
く
は
明
治
四
十
三
年

十
二
月
二
十
七
日
〜
四
四
年
一
月
二
日
に
か
け
て
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
25
）
山
田
秋
甫
「
左
内
処
刑
前
後
の
真
相
」
で
は
、
加
藤
ら
が
左
内
奪
還
を
試
み
た
の
は
、

十
月
二
日
昼
二
時
頃
、
評
定
所
か
ら
小
伝
馬
町
に
護
送
さ
れ
た
際
の
こ
と
と
す
る
。

（
26
）
左
内
処
刑
時
の
佐
倉
藩
主
は
堀
田
正
倫
で
あ
る
が
、
こ
の
約
一
ヶ
月
前
ま
で
は
正

睦
が
藩
主
。
安
政
五
年
の
左
内
上
京
は
、
正
睦
に
よ
る
通
商
条
約
勅
許
工
作
を
後
方
支

援
す
る
こ
と
が
一
つ
の
目
的
だ
っ
た
。
ま
た
、
依
田
の
学
問
上
の
師
藤
森
弘
庵
（
天
山
）

は
左
内
と
交
流
が
あ
り
（
全
集
六
四
六
号
）、
安
政
の
大
獄
で
は
一
旦
は
揚
屋
入
り
を
命

じ
ら
れ
た
後
、
病
気
を
理
由
に
中
追
放
（
江
戸
か
ら
の
追
放
）
と
さ
れ
て
い
る
（
全
集

六
七
六
号
）。
さ
ら
に
依
田
自
身
も
、
安
政
二
年
に
弘
庵
に
従
っ
て
上
京
し
た
際
、
そ
の

地
で
頼
三
樹
三
郎
と
親
交
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
依
田
に
は
大
獄
で
の

処
罰
者
に
対
す
る
共
感
が
あ
っ
た
と
も
推
測
で
き
る
。
依
田
に
つ
い
て
は
、白
石
良
夫『
最

後
の
江
戸
留
守
居
役
（
ち
く
ま
新
書
）』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

（
27
）『
学
海
日
録 

第
二
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）。

（
28
）
加
藤
斌
「
橋
本
左
内
先
生
」（『
日
本
及
日
本
人
』
四
九
六
号
、
一
九
〇
八
年
）
で
は
、

頼
三
樹
が
父
山
陽
の
筆
蹟
を
慶
永
に
買
い
上
げ
て
も
ら
う
よ
う
左
内
に
依
頼
し
て
き
た
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六
十
二
巻
二
号

と
い
う
逸
話
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
両
者
は
こ
の
時
が
初
対

面
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
29
）「
国
事
記
」
に
つ
い
て
は
、
奈
良
勝
司
「
幕
末
情
報
の
編
集
と
廻
覧
―
豊
田
天
功
編

『
国
事
記
』『
新
聞
』
を
素
材
に
」（
明
治
維
新
史
学
会
編
『
明
治
維
新
と
史
料
学
』
吉
川

弘
文
館
、二
〇
一
〇
年
）
や
吉
田
武
弘
「
幕
末
期
水
戸
藩
に
お
け
る
海
外
情
報
―
「
新
聞
」

に
み
る
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
」（『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
二
三
巻
三
号
、二
〇
一
二
年
）

を
参
照
。

（
30
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
「
大
日
本
維
新
史
料
稿
本
」
本
に
よ
る
。
な
お
、
省
略
箇

所
に
は
、
左
内
の
門
人
の
一
人
が
「
公
儀
之
間
者
」
と
な
り
、
隠
し
置
い
て
い
た
秘
書

を
残
ら
ず
盗
み
取
り
、
そ
れ
ら
が
証
拠
に
用
い
ら
れ
た
と
の
話
が
載
る
。

（
31
）
本
稿
の
テ
ー
マ
か
ら
は
外
れ
る
が
、
刑
場
で
は
な
く
揚
屋
内
で
左
内
が
泣
い
た
と
す

る
話
を
、
慶
永
が
「
霊
巌
掌
記
」
に
書
き
留
め
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
経
路
で
慶
永
の

も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
話
か
は
不
明
だ
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
証
言
と
し
て
参
考
ま
で
に

引
い
て
お
く
（「
霑
襟
」
は
涙
が
襟
を
濡
ら
す
の
意
）。

　
　
　

�

橋
本
左
内
十
月
七
日
評
定
所
へ
罷
出
候
朝
、
揚
屋
名
主
左
内
へ
向
ひ
申
候
は
、
我

等
ハ
年
も
寄
貴
殿
之
一
命
ニ
代
り
候
儀
出
来
候
事
ニ
候
ハ
バ
、
代
り
度
も
の
也
。

扨
々
貴
様
ハ
若
年
と
申
秀
才
惜
き
事
と
涙
を
ぬ
く
ひ
申
候
処
、
左
内
も
同
事
ニ
霑

襟
候
而
、
是
迄
段
々
揚
屋
中
之
介
抱
相
成
、
且
不
自
由
無
之
段
を
相
謝
し
候
旨
也
。

扨
々
可
悲
可
憐
之
至
ニ
候
也
。

（
32
）「
獄
中
作
」
は
明
治
三
年
の
左
内
遺
文
集
『
藜
園
遺
草
』
に
掲
載
さ
れ
、
こ
れ
が
明

治
四
十
一
年
刊
『
橋
本
左
内
全
集
』
に
も
そ
の
ま
ま
転
載
さ
れ
た
。
一
方
で
こ
れ
と
は

字
句
の
異
な
る
「
獄
中
作
」
も
各
種
文
献
に
掲
載
さ
れ
、少
な
く
と
も
二
種
の
「
獄
中
作
」

が
世
間
に
流
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
慶
永
が
「
霊
巌
掌
記
補
」
に
書
き
留

め
た
も
の
を
も
と
に
校
訂
さ
れ
た
も
の
が
昭
和
十
四
年
刊
『
橋
本
景
岳
全
集
』
に
収
載

さ
れ
、
現
在
で
は
こ
ち
ら
の
方
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
加
藤
は
左
内
全
集
版
を
引
用

す
る
が
、
本
稿
で
は
景
岳
全
集
版
に
拠
っ
た
（
全
集
一
三
二
〇
頁
）。

（
33
）
明
治
十
二
年
刊
『
近
世
偉
人
伝 

三
編
上
』（
青
山
清
吉
他
）、
十
三
年
刊
『
近
世
遺

勲 

高
名
像
伝
』（
片
山
武
兵
衛
）、
二
十
四
年
刊
『
日
本
勤
王
篇
』（
田
中
文
栄
堂
）、

二
十
六
年
刊
『
殉
難
録
稿
』（
宮
内
省
）、三
十
二
年
刊
『
名
士
と
金
言
』（
藍
外
堂
書
店
他
）

な
ど
、
明
治
期
の
列
伝
類
で
「
獄
中
作
」
を
取
り
上
げ
た
も
の
は
多
い
。

（
34
）
山
本
匡
輔
は
「
予
の
景
岳
観
」（『
橋
本
左
内
言
行
録
』
所
収
）
で
、
処
刑
前
日
の
口

書
を
後
悔
す
る
密
書
を
掲
げ
、「
其
ノ
翌
暁
ノ
処
ハ
悟
リ
居
ラ
レ
ザ
ル
ヲ
知
ラ
ル
、
爾
ノ

断
頭
場
ニ
著
座
シ
テ
、
悔
恨
難
禁
、
号
泣
声
ヲ
放
ツ
ニ
至
リ
シ
モ
ノ
カ
」
と
の
推
測
を

載
せ
る
。
な
お
、
山
本
は
福
井
藩
医
山
本
良
伯
（
正
・
正
伯
）
の
子
で
、
左
内
の
弟
綱

常
と
共
に
長
崎
で
医
学
修
行
を
し
た
経
歴
を
持
つ
。

謝
辞

　

平
成
二
十
一
年
度
荒
川
ふ
る
さ
と
文
化
館
企
画
展
「
橋
本
左
内
と
小
塚
原
の
仕
置
場
」

展
を
企
画
担
当
さ
れ
た
亀
川
泰
照
氏
お
よ
び
野
尻
か
お
る
氏
に
は
資
料
提
供
な
ど
で
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
山
本
周
五
郎
作
品
の
初
出
誌
閲
覧
に
際
し
て
は
、
吉
川

英
治
文
学
館
の
片
岡
元
雄
氏
、
福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館
の
尾
崎
秀
甫
氏
の
お
手
を
煩
わ

せ
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


